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土木建築部技術管理課副参事 田 仲 康 彦 君

ただいまから、経済労働委員会を開会いたします。○玉城ノブ子委員長

陳情第37号外３件、本委員会所管事務調査事項及び閉会中継続審査・調査に

ついてを一括して議題といたします。

本日の説明員として農林水産部長及び観光商工部長の出席を求めておりま

す。

まず初めに、農林水産部関係の陳情第37号外２件の審査を行います。

ただいまの陳情について、農林水産部長の説明を求めます。
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護得久友子農林水産部長。

今委員会に付託されております陳情案件は新規３○護得久友子農林水産部長

件でございます。

それでは、お手元の陳情処理概要書の１ページをお開きください。

陳情第37号でございます。陳情区分新規、件名南大東漁港整備の拡充に関す

る陳情でございます。陳情者は、八重瀬町議会議長神谷信吉であります。

要旨につきましては、省略いたします。

それでは、処理方針について御説明いたします。

１．南大東漁港は、平成元年度から漁船の避難、前進基地港として整備を進

め、供用開始しているところであります。同漁港については、漁船がより安全

に出入港できるように、平成17年度から防波堤の整備を行っているところであ

ります。さらに平成20年度に休憩所、トイレを整備する予定であります。南大

東漁港は、北風の波の高いときには漁船の出入港が厳しいことから、これに対

応するため、平成19年12月に北大東村の南海岸に同漁港の分港として北大東地

区を漁港指定し、平成20年度に調査測量設計、平成21年度に工事着手の予定と

なっております。

２．南大東村の製氷施設については、平成20年度水産業構造改善事業により

整備することとなっております。同施設については、地区外船への供給も可能

な規模となっております。

次に、陳情処理概要書の３ページをお開きください。 陳情第80号、陳情区

分新規、楚洲仲尾線(楚洲支線)開設工事の中止を求める陳情であります。陳情

者はＮＰＯ法人奥間川流域保護基金代表伊波義安であります。要旨につきまし

ては、省略いたします。それでは、処理方針について御説明いたします。

林道楚洲仲尾線は、国頭村字楚洲地内に位置し、総延長1.5キロメートルの

建設計画となっております。平成18年度から事業着手し、141.7メートル完成

しています。平成19年度において、計画路線周辺にノグチゲラの営巣木が確認

されたことから、工事を一時休止し、現在環境調査を実施しているところであ

ります。今後、調査の結果をもとに、関係機関、地元関係団体、学識経験者等

、 。からの意見を踏まえ 事業の実施について検討していきたいと考えております

次に、陳情処理概要書の５ページをお開きください。陳情第84号ヤンバル林

道事業の中止を求める陳情。陳情者は、やんばるの自然を歩む会代表玉城長政

外２人であります。要旨につきましては、省略いたします。それでは、処理方

針について御説明いたします。

１．沖縄北部地域森林計画は、平成16年度から平成25年度までの10カ年間の
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計画であります。北部地区の林道に関する計画は、37路線、66.1キロメートル

の開設と、431カ所の改良計画となっております。そのうち、ヤンバル３村の

国頭村、大宜味村、東村における林道の開設計画は、23路線、37.1キロメート

ルで、279カ所の改良計画となっております。現在、５路線、10.6キロメート

ルが完了し、２路線が工事着手中で、５路線が環境調査中となっております。

森林は、林産物の供給を初め、国土の保全、水源の涵養、自然環境の保全、保

、 。 、 、健休養 地球温暖化の防止等の多面的機能を有しております このため 県は

森林を、水土保全林、森林と人との共生林及び資源の循環利用林に区分し、そ

、 。れぞれの機能に応じて 森林の整備保全及び利活用を図ることとしております

林道工事については、主として資源の循環利用林の区域で行っており、森林

の適切な管理や造林・保育・収穫等の森林施業の効率化、木材搬出等のため必

要と考えております。林道整備については、平成20年度に行う沖縄北部地域森

林計画の策定の中で、地元の要望、関係機関、森林審議会等の意見を踏まえ、

自然環境の保全等に配慮しながら、進めていきたいと考えております。

２．森林の有する多面的機能は、森林を適正に管理することによって発揮さ

れます。ヤンバルの森林の大半は、戦中、戦後の乱伐や抜き切りによって、形

質不良木が混在し、中・小径木の多い過密な二次林となっております。これら

の林分を適切に管理し、林業経営の健全な発展及び森林の多面的機能の発揮を

図る上で、活力ある森林資源を育成していくことは極めて重要であります。

このようなことから、二次林において、過密な林分の整理、形質不良木及び

目的外樹種の除去等により、生産性の高い林分へ誘導し、資源内容の充実した

優良な森林を造成するために複層林改良事業を実施しているところでありま

す。

この複層林改良事業の実施により、樹冠層が開けることで、降雨の地表到達

量の増加、密度調整による根系の発達、林内の光環境が改善され、その結果と

して、林床植生が発達し、林内動物の生息環境が保全されるとともに、水源涵

養機能、山地災害防止機能等の公益的機能が高度に発揮されるものと考えてお

ります。

３．森林・林業の振興は、地形が急峻なヤンバル地域において、林業従事者

の定住化、雇用の維持・増進を図るなど、地域振興に寄与する重要な役割を果

たしております。森林の有する二酸化炭素吸収能力については、若い森林ほど

高く、成熟すると低下していきます。広葉樹は、20年木のほうが60年木よりも

約10倍の二酸化炭素吸収能力があることから、炭素を固定した木材を収穫利用

し、その後、造林することによって、二酸化炭素の吸収効果はさらに高まりま

す。森林の伐採については、ヤンバルの貴重な生態系に配慮し、大面積の伐採
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を避け、伐採区域の縮小化・分散化に努めるとともに、収穫木の枝条や形質不

良木等を利用して、編柵を設置するなど赤土等の流出防止対策に努めておりま

す。

今後とも、地域の振興や森林の有する公益的機能を高度に発揮させるため、

適切な森林整備は必要であると考えております。

以上が農林水産部における陳情に係る処理方針でございます。

農林水産部長の説明は終わりました。○玉城ノブ子委員長

これより各陳情に対する質疑を行います。

質疑に当たっては、陳情番号を申し述べてから重複することがないように簡

潔にお願いいたします。

なお、質疑・答弁に当たっては、挙手により委員長の許可を得てから行うよ

うお願いいたします。

質疑はありませんか。

前島明男委員。

１点だけ、陳情番号第37号、北大東村の南海岸にということ○前島明男委員

で、平成21年度工事着工予定ということになっているんですが、私は南北大東

へ数回行っておりますので、大体はわかるんですが、恐らくこの中では、まだ

行っておられない方々も結構いるんじゃないかなと思うんです。島の図面持っ

ていませんか。あればその位置をどこの位置にどの程度つくるという説明をし

てもらえればいいんですが、大体の場所と規模とを説明してもらえますか。

概要を私のほうで大ざっぱにやって、具体的なこ○護得久友子農林水産部長

とは、担当課長のほうからさせていきます。

（ボードで説明）

これが南大東村と、北大東村、現在南大東村の北側に漁港がございます。こ

れは世界的にも初めての堀り込み式です。リーフがない島ということで、太平

洋に突き立った島でございます。漁船も横づけできませんので、御存じのとお

り船をつり上げて、今でも荷物をおろしているということでございます。初め

ての堀り込みということで、まだ全部工事は終わってないんですが、もう供用

開始しておりますので、今回改めてトイレ、休憩所の整備がございます。それ

と、実はこれは北側に向いておりまして、北風の強いときは、入口のほうの波

が高くて非常に出入りが厳しいということで、今防波堤を出す工事を予定して

おります。さらに分港として、北大東村の南側につくれば、北風のときは北大
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東村の南側は非常に穏やかなので使えるということで、例えば南から台風のと

、 。きとかは 南大東村の漁港を使うということで両方で相関するということです

この港は、第四種漁港ということで避難港ということもありまして、全国の漁

船が使えることになっております。概要はこういうことでございます。

南大東村の堀り込み式の漁港なんですが、防波堤の沖に計画○前島明男委員

されていて、それが縮小されるというような話を聞くんですが、その辺のこと

を説明していただけませんか。

当初、200メートル入口のところに出す予定だっ○護得久友子農林水産部長

たんですが、なかなか設計とかいろいろ厳しいということで、今80メートルに

縮めて、その残った分の費用でもって、北大東村のほうを整備するということ

で国との調整をしております。

僕も何回も行っているので見てわかるんですが、あれは80メ○前島明男委員

ートルで用を足せますか。例えば北風なんかが吹いたときに、80メートルでは

どうしようもないと思うんですが。あれぐらいだったらあってもなくてもそん

なに大して変わらないんじゃないかと思うんです。あの辺水深が非常に深いか

ら、金額も相当かかるんですが、当初計画した200メートルから約３分の１に

縮小されたと、財政的なこともあると思うんですが、どうしてそういうことに

なったのか、結局そのことでさっき農林水産部長がおっしゃったような北大東

村につくればいいじゃないかということでカットしたのか、その辺どうなんで

すか。

防波堤につきましては、平成15年度から検討委員会○島袋義彦漁港漁場課長

を設置しまして、委員の方々は琉球大学の先生方と本土の専門家の方々なんで

すが、その検討委員会の中で、200メートルを整備した場合に当初計画の60億

円から約３倍の費用を要するということで、費用対効果が出ませんということ

で、検討委員会の中で、200メートルから80メートルに短縮しまして、残りの

費用で北大東村に転嫁したほうがより経済的だというような結論が出ましたの

が平成18年度の12月です。ということで、平成19年度から整備計画を変更しま

して、今回両方を整備するという形をとってます。

ほかに質疑はありませんか。○玉城ノブ子委員長

渡久地修委員。
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この南大東村漁港の整備を求めるもので、地区外の休憩所と○渡久地修委員

あるんですけれども、これは何名ぐらいを想定しているのか、そしてそこのい

わゆる南大東村の漁業協同組合の皆さんはどういう意向でしょうか。それをま

ずお聞かせください。

地元市町村からの要望は、あくまでトイレです。ト○島袋義彦漁港漁場課長

イレと休憩所が欲しいということなんですが、南大東島漁港周辺はソデイカ漁

が盛んなものですから、南城市とかから去る３月の中旬には島内で休憩のため

漁船が56隻入っております。そのとき、陸に上がりたいという要望があって、

今から設計はするんですが休憩所の大きさは三、四十名が休憩できる程度のじ

ゃないかと予定しております。設計は今年設計します。

地区外の人たちの意向はわかるんですけれども、いわゆる南○渡久地修委員

大東村の地元の人たちですよ。地元の人たちは、入ってきたら困るということ

なのか、いやどうぞ休憩所つくって一緒に同じ仲間だからやってくださいとい

う立場なのか、それを教えてください。

地元市町村漁業者からは、排除するような話は聞い○島袋義彦漁港漁場課長

ておりません。皆さん使ってくださいというような情報は入っております。

確認しますけれども、今八重瀬町議会から出ている地区外の○渡久地修委員

人たちの休憩の場となる施設を整備してほしいということに対しては、地元の

皆さんもそれは了解ということでいいんですか。

はい、そう聞いております。○島袋義彦漁港漁場課長

次、林道について質疑したいと思います。これは、陳情第80○渡久地修委員

号と陳情第84号似通っていますので、これは一括していいですかね。

まず、この林業との関係で、沖縄の林業というのが、復帰前と復帰後どのよ

うに大きく変わったのか、そしてここでいう林業というのは、僕らがよく林業

と想像するのが本土の杉とかヒノキとかそういった材木を出すのが林業という

意識があるんですけれども、ここでいう沖縄の林業というのはどういったのを

指してるのか、この２点まずお聞かせください。
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本県の林業、本県の森林というのは去る大戦のときの○長間孝森林緑地課長

復興資材、これは中南部の復興資材も含めて復興資材。それから燃料としての

薪炭材。それから食料増産の開墾で、著しく荒廃したんですけれども、林業関

係者が努力しまして日本復帰の時点では、38立方メートルまで回復しました。

その後、国の施策と造林、それから保育等事業を入れまして、現在は１ヘクタ

ール当たり、114立方メートルということで、日本復帰時点の３倍まで回復し

ております。日本復帰前は、利用は薪炭材、住宅建設のための構造材という部

分で利用されておりましたけれども、近年は加工技術が発達しまして、特に琉

球松などは家具材、フローリング、そういう付加価値の高い林業を経営してお

ります。

また、近年はブナシメジ、エノキダケ、そういう特用林産の生産がふえてお

りまして、地域の振興に寄与していると思っております。

ヤンバルの陳情出ていますけれども、伐採とかありますけれ○渡久地修委員

ども、その伐採したのは全部家具材に使われているということで理解していい

んですか。

県産材は、現在約8800立方メートル使われております○長間孝森林緑地課長

、 、 、けれども そのうち製材用が75立方メートル 木炭の原木が1780立方メートル

シイタケ生産の原木が186立方メートル、それからチップということで、これ

が紙の製品のチップですけれども2590立方メートル、キノコ生産のためのおが

こ、畜産の敷草のおがことして2160立方メートル、その他で48立方メートルと

いうことで多様に使われております。

、 、○渡久地修委員 この陳情で出されている皆伐 全部山を投げ倒すという方式

あれはほとんどがチップ材に変わるんですか、それともそれから今言ったもの

も出てくるんですか。

ただいま申し上げたような多様な使われ方をしており○長間孝森林緑地課長

ます。

現在、林業を専業としている人たちというのは何名いらっし○渡久地修委員

ゃるんでしょうか。いわゆる専業農家とかありますよね、専業林業家というん

ですかね。お願いします。
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沖縄県全体の林業従事者についてなんですが、県○護得久友子農林水産部長

全体といたしましては456人おります。そのうち、森林組合が228人、林業事業

体として78人、木炭等をなりわいとしている方が37名というような状況になっ

ております。

私たちこの選挙が終わってから現場を見てきたんですよ、皆○渡久地修委員

。 、 。伐されていた 新聞にも大きく載りましたけれども 行ってみてびっくりした

、 。これは当時の写真ですけれども 木が一本残らず全部切り倒されてるんですよ

この前サミットがあったときに、アマゾンの伐採は大きなブルドーザーで物す

ごいチェーンを２本つないでワーッと投げ倒して一気にもっていくと言ってま

したけれども、あそこまでいかないにしても全部山を丸はげというんですか、

そこまで全部壊しているという状況があるんです。僕はこれを見て非常にショ

ックを受けたんですけれども、僕の想像していた林業というのは杉とか琉球松

というのがありましたけれども、琉球松というのは実際上、加工業といっても

、 。限られていると思いますよね これ投げ倒しているのは琉球松じゃないですよ

これ投げ倒しているのは琉球松どころじゃなくてイタジイ、イジュをありった

け全部投げ倒しているんですよ。それほとんどがチップ材に使われているとい

う状況があるんですよ。このチップというのも、これからチップ材にして出し

て、いわゆるこれは補助金とか抜きにして、この木を切ってチップにして出し

て、その収支は黒字なんですか赤字なんですか。

現在、県産材木材価格でございますけれども、製材用○長間孝森林緑地課長

の丸太が１立方メートル当たり5800円～7300円でございます。乾燥板材が１立

方メートル当たり10万8000円でございます。これは乾燥したものです。それか

ら支柱材が、１立方メートル当たり7万円でございます。それからフローリン

グ材が１平米当たり5910円でございます。チップの場合、１立方メートル換算

で1万1000円から、上質な広葉樹の場合、上質な感じができるということで、

１立方メートル当たり1万7000円します。

それから、キノコ生産用のおがこが１立方メートル当たり1万3500でござい

ます。畜産用のおがこが8100円から9700円ということになりますけれども、県

産材の市場価格というのは、平成15年から平成16年の事例ですけれども、平均

して1万3600円ということになってますけれども、現状は収穫するにも収穫コ

ストがかかるということで、経営はかなり厳しいということが言えます。

私の質疑の趣旨は、私は何も林業を敵視してるわけではあり○渡久地修委員
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ません。ヤンバルの森、昔から人も生きているし、ヤンバルクイナも生きてい

るし、ノグチゲラも生きている。そういう自然も守りながらそこで生きている

人たちの生活を、どのように守り豊かにしていくかという立場なんですよ。そ

ういう立場からすると、今のあり方は修正しないといけないんじゃないかとい

う意見なんです。そういう立場からの質疑なんですよ。何が何でもこれはおか

しいという立場じゃないんです。この今のやり方では自然も壊し、林業として

も大変じゃないか。もっと修正して、他のシイタケ栽培とかいろんなものにシ

フトしていくような、そうすることによって、山も守り、自然も守り、県民み

んなからも支持されるようなものになるんじゃないかという立場から質疑して

いるので、誤解しないでいただきたいと思います。

このチップ材、私たち現場見て来たんですけれども、これ私が間違ってたら

指摘してほしいんですけれども、日本復帰によってこれまでこういう皆伐方式

というのはなかったはずです。それが、振興開発とかいろいろ補助金とかが出

て、造林していくと補助金が出ますね、山をこのように無残に全部投げ倒して

いくものには補助金一切出ないんです。出ないけれども、造林には補助金が出

る。造林するためには山を一たん全部壊さないといけないということで、皆伐

をする。そしてそこに木を植える。そこに補助金が出てくる。こういう仕組み

が僕は今のこのような仕組みになってしまったんじゃないかと。山を切り開い

ていく仕組みに、おのずと山に住んでる人たちも追い込まれていってしまった

んじゃないかという気がするんです。そのことによって、自然をどんどん破壊

していっているんじゃないかという立場なので、これは私は今のやり方を見直

す必要があるんじゃないかと。そうしないと今林業組合も赤字ですよね、チッ

プ材にしても沖縄のチップ材、本当にこの山を全部壊しても、私はこれはそん

なに利益には結びつかないと思うんですよ。日本復帰のときに、一たん杉を植

えましたね、皆さんいろいろやりました。これは失敗した。それから漆器に使

うエゴの木とかも植えた。これも失敗したと聞いてるんですけれども、どうな

のか。とにかく今のやり方はうまくいっていないので、私は軌道修正が必要だ

と思うんですが、林業としていかがでしょうか。これからは、やっぱりもっと

自然を大事にしながら、シイタケ栽培とか、おがことかもっと環境にも配慮し

たような、そして補助金も、山をどんどん皆伐するような方式じゃなくて、自

然を再生するようなものに－。林業に従事している人たちをそこで働いてもら

う、エコツーリズムの案内もやってもらうとか、赤土防止の仕事をやってもら

うとか、あるいは皆さんが今一生懸命やっているマングースの駆除をこういう

人たちにやってもらうとか、このようにすればヤンバルの森を切り倒すような

ことしなくて済むと思うんですけれどもいかがでしょうか。
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私もヤンバルの出身ですので、小さいときは山○護得久友子農林水産部長

の中に入って薪をとってきてまきにした経験もございます。昔は、みんな山に

入って、トラックとかなかったものですから、馬の背に乗せて木を切り出した

。 。ということがあります 至るところに小さい道とかあって山に入っております

戦後機動力があって、林道もつくってということでありますが、まだ赤土等流

出防止条例とか環境に対しての認識が非常に低い段階では、山にブルドーザー

で入って大がかりでやったのもありますが、間伐については、なるべく小さい

面積で、環境に配慮した形で今やっております。委員がおっしゃったように、

これからいろんな環境に配慮した形のあり方ということではグリーンツーリズ

ムとか、そういった面への利用も含めてシフトしていきたいと思っています。

それと、今ありますようにブナシメジとか、エノキ。これも既に国頭村、金

武町、今帰仁村のほうで事業化しておりまして、その培地として利用されてお

ります。沖縄の広葉樹林のほうがいいということで利用されておりますので、

やはり経営が厳しい中でそういった対応も含めて、今間伐は環境破壊じゃない

かということであるんですが、間伐の仕方についても、ほとんど土は起こさな

いように山と山からチェーンを張りまして、その搬出も周囲に配慮した形でや

っております。規模も非常に縮小してやっております。その後、ヤンバルの山

は至るところに草木の種が落ちていまして、半年、１年しますと間伐した後も

草木が生えて、戻っていくということでございます。そこに植林も含めて育成

していくという形でやっております。

この皆伐方式、農林水産部長ヤンバルの出身とおっしゃいま○渡久地修委員

したけれど、ヤンバルの人から見ても非常に心を痛めると思います。私はぜひ

この委員会でも視察するように提案したいと思うんですけれど、この皆伐を見

たら本当にびっくりします。ですから、この林業自体も皆伐したものがチップ

材として宮崎県かどこかに出されていきますよね、それもこの補助金があるか

らまだ成り立ってるのであって、さっき言ったように、これが仕事として収支

が合わないんですよ。赤字なんですよ。だからいつまでもそういったものにし

がみついていってはだめだということで、これは早急に私は皆伐方式というの

は中止することが求められているんじゃないかと思います。

次に、自然保護との関係で聞きますけれども、今の陳情との関係で自然保護

と今の皆伐がノグチゲラとかヤンバルクイナのすみかとかはもうとにかく一緒

くたに全部木を切っていって、あるいは林道もノグチゲラの巣まで切っていっ

ている。
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これは現場を見てきました。林道が通っているそばにノグチゲラの営巣があ

ります。そこをブルーシートで囲って環境に配慮しているという。もう本当に

切り倒しておいて、環境に配慮しているということ自体私には理解できないん

ですけれども、そういったのがどんどんやられています。

それから赤土、この前見に行った場所、山が全部皆伐されたところは奥川の

源流なんですよ。こういう河川の源流までも皆伐している。これは先ほど農林

水産部長が言った、よく場所を選んで縮小してやっていますということには、

私はならないと思うんですけれども、どうですか。こういう河川の源流まで全

部伐採しているということについてはどうですか。

沖縄本島の北部の森林につきましては、やはり貴○護得久友子農林水産部長

重な動植物が生息しているということで、非常に貴重な森林であるということ

は私たちも大変認識しておりまして、そういう面ではやはり自然環境に配慮し

ながら工事、特に赤土対策につきましては赤土等流出防止条例がございますの

で、その基準にのっとった形で工事もやっておりまして、そういう中でたまた

まそういった工事中に雨で赤土が流れたということもありますけれども、その

辺は即対処しておりまして、そういう意味で配慮した形で工事をやっていきた

いと思います。

また、場所についてもやはりそういう意味で水源の涵養とか、そういったと

ころはなるべくさわっておりませんし、ほとんど循環林ということで過去に植

林した所や、伐採した所を中心に今そういった皆伐もやっております。

皆伐についてはやはりまとめて効率的に木材を運び出すという意味では、で

きたら一本一本択抜という言葉がございますけれども、選びながらやるほうが

環境にはとても優しいんですが、そうしますと経済的に膨大な費用がかかると

いうことになりますので、そういったことでの皆伐はやってる状況でございま

すが、やはりその辺は場所、森林の状況も勘案しながら進めているところでご

ざいますが、今後もそういう形で進めていきたいと考えております。

じゃあ今言われた林道、林道の建設というのの目的は何です○渡久地修委員

か。

林道工事の必要性については、今お話ししました○護得久友子農林水産部長

ように資源の循環利用林を供給することで主にやっておりますが、森林の適切

な管理や造林、保育、収穫、それから森林施業の効率化を図るための道として

必要機関の施設ということでございます。それとまた木材の搬出のためにどう
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しても必要であると思っております。

この林道の建設というのが、林業のためにということでやら○渡久地修委員

れてると私は聞いている。それで、今でも林道というのは結構ありますよね、

これ以上、林道は必要なのかということなんですよ、これ以上。今ある林道だ

けでも十分じゃないのということなんですよ。どうです、この基本的なこと。

今御質疑がありました件につきましては、平成20○護得久友子農林水産部長

年度に実は今、沖縄北部地域森林計画の策定がありますが、その中で見直しと

いうことで地元の要望、それから関係機関、それから森林審議会との意見を踏

まえて、自然環境の保全にも配慮しながら進めていきたいと考えております。

私は調査に行ったと言いましたけれど、林道通ってすれ違っ○渡久地修委員

た車、出会った車は１台だけ。一日じゅう走ってですよ、一日じゅう走ってた

。 。 、ったの１台 私はほとんど利用されていないと思うんですよ 皆さんこの辺も

那覇市一日橋も那覇市国場もみんな交通量調査してますね、この林道つくるに

当たって皆さんは今までつくった林道が一日何台通って、どういう人たちが利

用している、そして次つくるときは何台通るとかということで予測してつくる

と思うんだけれども、ここは全部路線ごとに何台通ってるか調査したことはあ

りますか、示してもらえますか。

林道の利用状況について説明申し上げます。林道の利○長間孝森林緑地課長

用は基本的に森林所有者、それから森林の施業を行う、要するに森林組合の職

員と、それから森林をレクリエーションのために使う、いろんな利用のされ方

がされております。調査については、大国林道において、平成７年に交通量調

査を実施しております。そして平日でおおむね60台、休日でおおむね300台が

通行しておりました。これは土曜日、日曜日に多いというのは、森林内のレク

レーション、それから自然観察、こういう都市からの利用者が多いということ

が言えると考えております。

大国林道以外の林道はどうでしょうか。○渡久地修委員

基本的に林業という施業は造林から収穫まで非常に長○長間孝森林緑地課長

いスパンを用意します。ある意味では50年、100年かかります。農業みたいに

毎日畑に行って、肥料をやって、保育してという作業ではございません。やは
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り造林して保育するのに５年、10年やります。これは毎日するわけではござい

ません。それから除間伐についても、樹齢10年後、20年後には除間伐をやりま

す。そして30年ぐらいすると間伐に入ります。そういう長いスパンの中で林業

は成り立っておりますので、しょっちゅう山に行って作業するということはご

ざいません。そういうことで１日の交通量、林業に使う交通量について調査は

実施しておりません。

ぜひこの交通量調査を実施していただきたいと思います。こ○渡久地修委員

れは指摘しておきます。

それで、この赤土汚染、赤土等流出防止条例があると思うんですが、これは

琉球新報に載った写真ですね、このようにやられてる。そしてさっき言ってい

ました奥川の上流、私は見てきましたけれども、あそこで皆伐をして赤土防止

のためにどんなことやってるかといったら、切った木を積んで赤土防止に使っ

ているわけよ。なかなか理解できなかったんだけれども、切らなければ赤土流

出しないと思うのに、切ってかなりの数のものを至るところに赤土防止として

やっているということで、これはこの林道工事、あるいは皆伐で赤土が物すご

く流出していると思いますけれど、それについてはどういう認識をお持ちです

か。

平成19年２月に国頭村奥地内の村有林の伐採現場で、○長間孝森林緑地課長

国頭村森林組合が伐採搬出のときに、赤土流出が確認されております。この沢

のほうに切った木で赤土をとめているという話ですけれども、木材を伐採して

利用する場合、幹のほうを主に使います。枝とか葉っぱ、これは現場のほうで

切り落として、それから土に戻るように、それから赤土等が流れないように沢

、 、に編柵をしたり それからのり面のほうに積んで土砂流出を防ぐということで

利用していないわけじゃなく、要するに幹のほうは利用して、枝とかそういう

部分で赤土流出防止対策をとっているということでございます。

それで沖縄の赤土流出全体の何パーセントで、公共事業によ○渡久地修委員

って赤土が流出しているっていうのが、この前皆さんの文化環境部に聞いたら

公共の仕事で約８割だと言っています。これは事実でしょうか。

今赤土の問題なんですが、公共事業から80％とい○護得久友子農林水産部長

うことであったんですが、その辺もう一度確認させていただきたいと思うんで

すが、実は赤土等流出防止条例ができる前は、公共工事からも結構そういった
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のが相当流れたということは聞いておりますが、その条例制定後はほとんど条

、 。例にのっとっていろんな対策工事をやっておりますので 今はほとんど出ない

出れば即注意喚起となっております。どちらかと言いますと、最近は農地から

の流出が公共工事に比べて多いということがございまして、今後、農地からの

流出をどうするかということが今一つの課題になっております。

ぜひこれは調べてほしいんですが、今農地からがたくさん出○渡久地修委員

てると言っていましたけれども、今陳情に出ている楚州仲尾線、中止してほし

いというのがありますね。これは皆さん赤土等流出防止条例で指導を受けてま

せんか、文書で指導受けているでしょう。それでこれは中止しているんじゃな

いですか。今の農林水産部長の答弁、何か林道の工事で一切赤土が出てないみ

たいなこと言っているけれども、何で中止しているんですか。これは同じ県の

どういう部署から、何月何日にどういったことで指導を受けたのか、指摘され

たのかみんなの前で明らかにしてください。

伊江原林道工事につきましてですけれども、平成19年○長間孝森林緑地課長

２月14日、新聞報道で赤土流出の報道がございました。その後、環境保全課の

ほうが平成19年２月15日に現地調査しまして、平成19年２月21日赤土等流出対

策改善申し出という現地指導を受けております。このようなことから、北部林

業事務所においてはブルーシートの被覆、それから種子吹きつけ工、二重さく

工等の改善措置を実施し、環境保全課に赤土流出等対策の改善報告を平成19年

３月８日に行ったところです。今後、このようなことがないように職員の研修

会、それから工事受注者への指導監督を徹底していきたいと考えております。

今までも、私は他のところでもこういう指導が出されている○渡久地修委員

と聞いているんですけれども、今回楚州仲尾線がこのようにやられていて、楚

州仲尾線は伊江川というとってもきれいなところ、本当に清流のきれいなヤン

。 。バルの宝を全部林道でなくなってしまうんですよ そういう計画になっている

だからそれは私は中止すべきだと、これは中止する必要があると思います。こ

れがなくても今ある林道で十分やっていけると思います。

最初なので今日はこの程度にとどめておきますけれども、最後に楚州仲尾線

の中止の陳情で、今中止しているけれども、８月になったら再開するという話

もあるんですけれども、これは先ほどの答弁からすると、８月実施はないとい

うことで、いつごろ皆さんやろうとしているんですか。私はこれはきちんとい

ろんな調査もやって中止すべきだと思うんですけれども、とにかく８月実施は
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やらない、年内再開もやらないということではっきりさせていただきたいと思

います。

今あります楚洲仲尾線の周辺を中断しているの○護得久友子農林水産部長

は、ノグチゲラノの営巣木がありまして、その保全のために今中止していると

、 、ころですが 平成19年10月から今年８月まで環境調査を実施しておりますので

今後調査の結果をもとに関係機関、それから地元の関係団体、学識経験者等の

意見を踏まえて事業の実施について検討していきたいと考えております。

これはここに書いてありますよ。私は８月再開はないんです○渡久地修委員

ね、今年度もないんですねということを聞きたかったんですよ。

８月まで今調査を実施しておりますので、その後○護得久友子農林水産部長

結果をもとに検討するということになります。

私はこれはぜひ中止していただきたいと思います。○渡久地修委員

ほかにもいっぱい質疑したいことはありますけれども、今日は初めてなので

ぜひこれは現場を他の委員の皆さんにも見ていただいて、これは沖縄の世界遺

産に登録しようという話もあるぐらいの貴重なヤンバルの森ですので、そこで

この林道の建設のあり方が本当に今のままで適切なのか、今の林業のあり方で

いいのだろうかということをこの委員会としてもぜひ調査していただきたいと

いうことを要望して終わります。

ほかに質疑はありませんか。○玉城ノブ子委員長

座喜味一幸委員。

南大東漁港整備の拡充に関する陳情の中でちょっと伺いた○座喜味一幸委員

い件がありますが、１つは北大東事業の裏負担が伴うと思うんですが、八重瀬

町議会議長からだけの陳情なんですが、南大東村、北大東村はなぜ一緒に陳情

しなかったのかということと、裏負担に関して八重瀬町だけが持つのか北大東

、 、 。村 南大東村はどうなっているのか １点ちょっと伺っておきたいと思います

漁港を整備する場合は、まず漁港指定というのが必○島袋義彦漁港漁場課長

要です。区域指定です。これは港湾もそうですが、北大東のほうも漁港の名称

は、南大東漁港です。南大東地区、北大東地区ということで今名称を設定して
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います。ということで予算的には南大東漁港の予算で、北大東も整備するとい

う形をとります。

それから補助金なんですが、広域漁港整備事業という事業名ですが、国から

90％の補助。そして地元負担ということで10％なんですが、県管理漁港なもの

ですから、10％につきましてはすべて県で対応しております。市町村負担はあ

りません。

もう一点は、林道の工事が基本的に森林計画に基づいて進○座喜味一幸委員

んでいる、そして途中で147メートル完成して、今なお中止されているという

、 、 、面において 全国的に森林の管理 竹林等が非常に手薄でもうからなくなって

管理されてなく、山が荒れてちょっとした大雨でも山そのものが壊れるという

ような非常に保全面でも問題が起きているので、森林はそのまま置いておけば

いいのかと我々も思っていたけれども、適正な間伐等処理をしないと、山その

ものが荒れて崩壊すること等もありますので、森林を保全する、そこで施業し

ていくという意味においては、林道というのは極めて重要な意味を持つと思う

んです。ただ山を守る、それからそこでの林業経営の改善をするという意味に

おいて、沖縄そのものというのは極めて島が小さいだけに、一たん生態系を崩

しちゃうと、非常に生態系が崩れやすい。そういう意味においては、せっかく

山を守る、林業家を守るというせっかくの林道工事なので、今渡久地委員もお

っしゃっているようにこの生態系、特に赤土流出、それから林道等の施業に関

しては設計から施工に関しては、赤土等流出防止条例でもしっかりとした赤土

流出防止等は縛られているわけで、これは行政が発注して業者任せということ

もいけないわけで、これは条例に基づいて業者も仕事すべきなんだけれども、

それが守られてないというのは事業主体の監督責任もありますから、しっかり

と仕事は継続するけれども、その辺の配慮に対してもう少し具体的に自然環境

、 、 、の保全 林道工事に伴う保全等含めて ある程度明確に出していただかないと

中止というようなことになっているのでしっかりとした環境調査をして早目

に、やっぱり仕事は仕事で進めるというスタンスでいくべきだと思いますけれ

どもどうでしょうか。

私も山の中に入りますと、今ありますようにヤン○護得久友子農林水産部長

バルクイナがよく道路に出てひかれるということもあるんですが、昔は山の中

にほどほど人が入って間伐もしたんですが、今はまったく手がつかないとこに

つきましては、木がどんどん大きくなってはいくんですが、光が入らない状態

が多くなっているような気がします。そうしますと今おっしゃったように、下
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草がまったく生えないような状況になりますと、大雨降ったりしますと、そこ

が土どめがきかなくて、ガリ（枯れること）になったりするというのを、私も

見ておりますので、そういった意味からやはり森林の管理という面では必ずし

も間伐することが山を破壊するのではなくて、ある程度の間伐をして、光を入

れて木を育てて下草も育てるというのは、必要じゃないかと思っておりますの

で、ぜひ現場のほうを見ていただいて、そのなかでしっかり議論していければ

と思っておりますのでよろしくお願いいたします。

そういうことで現場に行くときも、こういう工事でこうい○座喜味一幸委員

う問題があったけれども、こういう対策をしますというようなことが現場を見

に行くときにある程度出せれば非常にありがたいと思います。

ほかに質疑はありませんか。○玉城ノブ子委員長

上里直司委員。

陳情第80号、第84号、これらは関連しているということで一○上里直司委員

括して質疑させていただきます。

そもそも沖縄北部地域森林計画書というものがあって、その計画に基づいて

この林道整備が進められていると記述があります。基本的なことお伺いします

けれども、この計画を裏づける根拠となる法律、設置する省庁を教えていただ

けますか。

そしてこの森林計画そのものは、いつから計画が実施されているのか教えて

いただけますか。

地域森林計画について説明申し上げます。地域森林計○長間孝森林緑地課長

画は、全国森林計画というのがございまして、この全国森林計画に則して、地

域森林計画、これは沖縄県の場合は沖縄本島北部、中南部、宮古、八重山とい

うふうな３計画区になっております。この森林計画というのは、５年ごとに見

直して、10年を１期として計画を立てております。主な計画事項というのは森

林の整備、保全に関する事項、伐採流木の材積、その他森林の流木地区の伐採

に関する事項、造林面積に関する事項、公益的機能別施業森林の整備に関する

事項、林道の開設に関する事項、森林施業の合理化、森林の土地の保全、保安

施設に関する事項、これを森林計画のほうで定めまして、この計画に基づいて

造林事業、伐採事業が進められております。
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設置をする根拠、法律、この全国森林計画というのはどうい○上里直司委員

う法律に基づいて実施されているのか、これを管轄する官庁はどこなのかとい

うことです。それと、沖縄においてこの森林計画が実施された年度を教えてい

ただけますか。

地域森林計画というのは森林法に基づく計画でござい○長間孝森林緑地課長

ます。法律的には森林林業基本計画というような森林林業基本法第11条に基づ

いて政府が定めております。それから、森林法第４条に基づいて全国森林計画

というのが、15年の計画ですけれども農林水産大臣のほうが定めております。

それから、森林法第５条に基づきまして地域森林計画、これは10年計画でござ

います。これは都道府県知事が立てて、農林水産大臣の同意を得ることになっ

ております。それから市町村が、市町村森林整備計画を森林法第10条の５で市

町村長が計画を樹立することになっておりまして、現在の森林計画は、平成16

年から平成25年までの10カ年計画になっております。

私が聞いているのは、皆さんの記述は平成16年度からの話し○上里直司委員

しかないんですよ。だから何年度から、日本復帰の年からでということなんで

しょうか。それを教えてください。もともとの計画書というのはいつから始ま

ったのか。

この森林法の適用は、沖縄が日本復帰した昭和47年の○長間孝森林緑地課長

５月15日から森林法の適用を受けております。

私今日は細かいことを質疑するつもりはありません。見直し○上里直司委員

に関するやり方がどうなっているかにポイントを絞ってお聞きいたします。

皆さんが５年ごとに更新するとおっしゃっておりますけれども、それぞれ平

成17年と平成19年、私がいただいた資料は平成15年に出して、そして確か平成

16年１月に発表したんですよね。平成17年にまた計画書が出て、平成19年に出

てるんですよ、５年ごとに更新とおっしゃっている中身と、県が出している２

年ごとの更新というのはどういう関係なんでしょうか。

１つには、森林計画区が３つあると申し上げましたけ○長間孝森林緑地課長

れども、これは沖縄本島北部・中南部、宮古八重山同時に策定するわけでなく

て、今年度は北部地域森林計画の樹立の年になっております。

平成10年の10月の変更につきましては、これは全国森林計画、これが変更が
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ございまして、この国の全国森林計画の変更に伴う変更でございます。

それから、平成17年の変更でございますけれども、これは森林法第５条第１

項の規定に基づき計画した森林計画の内容の一部を変更しております。この内

容の変更というのは林道工事と、要するに事業の実態に合わせて変更になって

おります。

皆さんのこの経過処理方針の御説明にあった中の、平成20年○上里直司委員

度に行う北部地域森林計画策定という説明がありました。そう考えると、今の

林道のあり方を含めて、計画の進 を含めて、この平成20年度で考えて平成21

年度から実施する、またその新しい年度から実施するということを考えると、

今渡久地委員から御指摘がありました、楚洲仲尾線も平成20年度で計画を見直

す、またはその地元の要望等や、いろいろ自然環境の保全等に配慮するという

ことに入るんでしょうか。そうすると、当然今の皆さんは平成20年度にやるの

かと話をしたら、その辺はうまく答えられておりませんでしたけれども、そう

いうことを勘案すると当然平成20年度の実施というの難しくなることにはなり

ませんでしょうか。そのことの見解を聞かせていただきませんでしょうか。

楚洲仲尾線は既に着工しておりまして、森林計画の期○長間孝森林緑地課長

間中で工事が実施されております。ただ現在、ノグチゲラの営巣木が発見され

たことから工事を中止しておりまして、それに伴って今環境調査を実施してお

ります。この環境調査が８月に終わる予定になっております。

その環境調査の結果を踏まえて、地元、関係者、専門家の意見も聞きながら

検討していきたい。ただ林道計画全般については、今年度見直し期間になって

おりますので、全体的な見直しについてその中で検討していきたいということ

です。

そうすると、この平成20年度に見直しをする事項に入ってい○上里直司委員

るかもしれないけれども、現在工事が進 しているものについては、その対象

とならないと、策定年度の変更を考える時期に当たっているけれども、進 を

しているからここは外して考えたいということなんでしょうか。

基本的に工事を着工しておりますので、これは国とも○長間孝森林緑地課長

調整しまして、地元の要望等も踏まえて実施しておりますので、進めていく計

画でございますけれども、ただ、環境調査をやっておりますので、その辺も踏

まえて検討していきたいと考えております。
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最後になりますけれども、今この計画の見直しをどう行うの○上里直司委員

か、年度ごとなのかという話を聞いたときに、法律の改正という話が出てまし

たよね。また、一部情報が変わるというような形がきっかけになるということ

だと思うんですけれども、確かに森林法を所管している大臣が農林水産大臣と

いうことで、そこが所管する問題かもしれませんけれども、今この話ししてい

るのは、自然環境に関する問題も絡んでいるわけなんですよ、生物多様性の基

本法というのが国会でも成立しているという、そうした法律の改正とか、制定

に工事の進 というのが、多少ならずとも影響受けると思うんですよ。そこは

今日は質疑しませんけれども、そういう他の法律との整合性、その他の法律が

新しく変わる、特に環境の重要性が叫ばれている中ですから、そういうものが

制定されている中で、現行のこの計画がそのまま続くのかどうか、続けられる

のかどうかというのはやっぱり検討しなければいけないんじゃないかというこ

とを指摘して終わります。

ほかに質疑はありませんか。○玉城ノブ子委員長

辻野ヒロ子委員。

経済労働委員会は初めてなので、今日は３件の陳情が出て○辻野ヒロ子委員

おりますけれども、やはり南大東村の件も、ヤンバルの件も、特に私たち半数

以上が新しい議員の方で、私たちも初めての経済労働委員会なので現場を見て

いないというのが大変残念です。両方とも現場を見て、これから審査したほう

がかえってよかったんじゃないかというのを強く感じます。渡久地委員が現場

を見て詳しくおっしゃっていますけれども、そういう中で机上でしかわからな

いんですけれども、ぜひまず現場を見せていただきたいと強く要望をしたいと

思います。それと、陳情第84号なんですけれども、その件も沖縄県内の森林県

土面積が46％と言われている中で、林業の開発も必要だということは強く感じ

ておりますが、今環境との共生のところでひっかかっていると思うんです。そ

ういうことで、ぜひ年度が10年計画の中で、半分はきているわけですよね、あ

との５年間ということになりますけれども、その事業自体も実は全然イメージ

がわかないんですよ。それでその事業の流れ、フローチャートのようなものと

か、また、予算規模がどれくらいなのかというのも全く今知らない状況での審

議に、私自身なっているものですから、そういうものとかをきちんと示してい

ただきたいですね。そうしないと、わかっていらっしゃる皆さんもいるかもし

れませんが、私自身勉強不足でこれから審議していく上で、今中止したほうが
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いいという意見もいろいろありますけれども、事業の詳しい概要を提示してい

ただきたいんですが、いかがでしょうか。

森林計画書は現在、部数がございませんのでコピーで○長間孝森林緑地課長

配ったりしておりますけれども、必要がありましたら提供したいと思いますけ

れども、今現地視察の話も出ておりますので、そのときにはできたら現在の概

要等も踏まえて資料を作成準備したいと考えておりますけれどもよろしいでし

ょうか。

ぜひ、それを今沖縄本島ヤンバルのどの辺なのかと、正直○辻野ヒロ子委員

地図でどのあたりなのかという想像も全くない中で審査に入ってますので、そ

。 、の辺をぜひお願いしたいと思います せっかく計画しているこの事業ですので

できればいろんな意見も聴取しながら進めていただきたいという思いがあるん

ですけれども、その辺も今後、現場を見ながら慎重にみんなで審査していけた

らと思います。

休憩いたします。○玉城ノブ子委員長

（ 、 、 、休憩中に 委員から林道工事等をする場合 いろんな方の意見があり

その意味でも現地視察は必要があるので、ヤンバル林道の現地視察を要

望するとの発言があった ）。

再開いたします。○玉城ノブ子委員長

ほかに質疑はありませんか。

当銘勝雄委員。

さっき休憩中に申し上げましたように、例えば今環境を大事○当銘勝雄委員

にするということもだんだん変わってきていますし、例えば今この前のＧ８環

境サミットもありましたし、考え方も違ってくるわけですから、全く同じよう

な考え方でそういうものを進めるということにもならないと思いますし、また

一方においてはヤンバルの利用についても、従来のような考え方ではなくて、

やっぱり保護地区としての、あるいはこういうものの使い方というのも出てく

るわけだし、いろんな角度からの考え方が変わってくるわけですから、それに

合わせたような形での、森林計画を策定する場合も、また森林計画をローリン

グしていく場合にも、そういうことをやるべきだと思います。今そのかかわっ
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た委員の先生方についても聞こうと思いませんが、いずれにしても先生方は専

門家で、そういった世の中の動きというのも見てるでしょうから、これはきち

っと我々もそういうふうに評価していきたいと思うんですが、やはり絶えずこ

れをきちっと皆さんがとらえていくことも大事ですので、そういうふうな考え

方があるのかどうか。そこら辺、農林水産部長答えてみてください。

今なかなか内容が理解できない中で説明している○護得久友子農林水産部長

んですが、やはり現場に行っていただいて、私たちも、見ていただいていろい

ろやってる実態を把握していただいて、やはり議論すべきじゃないかと思って

おりますので、ぜひ積極的にこちらから御案内したいと思います。また今辻野

委員からもありましたように、必要なデータを県議会事務局と調整して整えて

提供したいと思いますので、私たちも林道ありきだけじゃなくて、やはりどう

しても林業をやってる方たちもおりますので、必要な分はどうしても必要とい

うことでありますけれども、やはり環境もとても大事だと認識しておりますの

で、その辺の調和とバランスを考えながらやっぱりやるべきであろうと思いま

すので、その辺は委員の御意見とか関係者の意見を聞きながら、やはり環境に

も配慮した形の、今後の林業のあり方についてもしっかり議論していただきた

いと思っておりますのでよろしくお願いしたいと思います。

ほかに質疑はありませんか。○玉城ノブ子委員長

玉城満委員。

今までにそういう環境に問題があるということで中止し、もし○玉城満委員

くは軌道修正とか、そういうことをやったことがありますか。歴史上ございま

すか。

林道につきまして、以前に八重山の石垣市のほうでカ○長間孝森林緑地課長

ンムリワシの営巣木があったというようなことで、路線を変更したという事例

はございます。

それと、私は１点だけなんですけれども、よくこういう自然を○玉城満委員

守るべきか新しいものをつくるべきかといったときに、陳情する側の調査とこ

れを執行していく側の調査がかなりずれているということと、こっち側はどう

してもこれをやらなければいけないという裏づけでやるものだから、すごく調

査にずれを感じるんですね。ということは、私は陳情した側を県の中の調査の
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中に取り込んで、一緒にやっていくという形をとっていかないと、毎回こうい

うお互いが言ってることが違うということだらけなんですよ。山だけじゃなく

て海もそうなんですけれど。今後そういう調査のあり方というのを、もう少し

やっぱり根本から変えていかないと、今後毎回こういうふうな、こっちはこう

だ、あっちはこうだ、ということになるんではないかという気はしております

がその辺はどうでしょうか。

事業を進めるほうと、環境を守るほうということ○護得久友子農林水産部長

で、意見がなかなか埋まらない部分がありますけれど、私たちも林道をつくる

に当たって、いろいろ環境に配慮しながらやっておりますけれど、なかなかそ

の辺の説明が十分にされていないという部分もあるということで、今回どうし

ても現場も御案内したいということでもあるんですけれど、やはりしっかりと

お互いの意見を言い、出し合って進めるべきであろうと思います。

最後に、陳情した人たちに説明をするということじゃなくて、○玉城満委員

その人たちを迎え入れて、その人たちと一緒に今後ヤンバルをどうするかとい

うことを考える体制を、今後とも県は持たないといけないと思います。やっぱ

りこれだけ自然を大切にしないといけない。もしくは、沖縄が一番売りとして

いる海がかかっていることでもありますので、その辺は今後調査の仕方、これ

を進める上での組織のあり方もちょっと変えていかないと難しいんじゃないか

という気はしております。

ほかに質疑はありませんか。○玉城ノブ子委員長

（ 質疑なし」と呼ぶ者あり）「

質疑なしと認めます。○玉城ノブ子委員長

以上で、農林水産部関係の陳情に対する質疑を終結いたします。

午後０時５分 休憩

午後１時20分 再開

再開いたします。○玉城ノブ子委員長

次に、本委員会所管事務調査事項農林水産業についてに係る原油高騰対策に

ついて審査を行います。
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ただいまの所管事務調査事項について、農林水産部長の説明を求めます。

護得久友子農林水産部長。

原油価格高騰の影響と対策について御説明しま○護得久友子農林水産部長

す。

原油価格の高騰は、漁業関係のみならず、全産業、国民生活に大きな影響を

与えております。このため、特に影響の大きい漁業者に対する燃油高騰対策と

して、国においては、１．休漁者に対する藻場の管理、干潟の清掃などの事業

の実施、２．省エネ操業形態への転換に対する補助、３．協業化に必要な省エ

ネ型船外機等設備の導入などに対する補助、４．省エネに取り組む漁業者への

低利資金の融資、５．融資保証を行う漁業信用基金協会への助成などを行って

おります。県においては、１．沿岸漁業改善資金による省エネ型エンジン設置

等に対する無利子の貸し付け、２．運転資金借り入れの際の融資保証を円滑化

するための助成、３．平成20年度から、燃油高騰の影響の大きい漁業者に対す

る漁獲共済の掛金助成を実施しております。

農林漁業者への資金面の支援として、沖縄振興開発金融公庫では、農林漁業

セーフティーネット資金を新設し、燃油高騰などにより経営が悪化している農

林漁業者へ、低利の融資が行われております。

、 、 、また 税制関係では 道路を走行しない農業機械で使用される軽油について

免税証の交付などの手続を行った場合に、軽油引取税が免除されることになっ

ており、その活用を促進しております。

県としては、今後とも、全国知事会等を通じて、国に対し、農林水産業にお

ける燃料・資材の低廉化や省エネルギー化技術の開発など、燃油高騰対策の強

化を要請してまいります。

農林水産部長の説明は終わりました。○玉城ノブ子委員長

これより農林水産業についてに係る原油高騰対策について質疑を行います。

なお、質疑・答弁に当たっては、挙手により委員長の許可を得てから行うよう

お願いいたします。

質疑はありませんか。

上里直司委員。

さまざまな対応策を講じられているという話を聞きました。○上里直司委員

現状認識として、原油が高騰した昨年度から比べて幾らというような話は、皆

さん自体で把握をしているのか。皆さんが管轄している分野で結構ですけれど
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も、農林水産業において原油高騰でどれだけの経済的な損失、また負担が重く

なったか、経済の影響について教えていただけますか。

漁船に使われる燃料のＡ重油についてなんです○護得久友子農林水産部長

が、これは本会議のほうでも答弁しておりますが１リットル当たり、現在115.4円

となっておりまして、これは平成16年の４月の35円と比較すると約３倍の価格

になっております。そのため、漁業経費に占める燃料費の割合としては従来15

％から、現在約30％に経費が上がっております。

例えばガソリンの価格、私今回聞いたんですけれども、通常○上里直司委員

県内で消費されるＡ重油が例えば３倍上がったと話しされていますけれども、

これは直近のほうは難しいと思うんですけれども、例えば今県内で消費されて

いるＡ重油の量と、この115円を掛け合わせると、全体の経済的な負担が幾ら

になるかというのがわかると思うんですけれども、そういう資料というのはあ

るんですか。

漁業種類別に調べたのがございますので申し上げます。○金城明津水産課長

まずマグロはえ縄漁業でございますけれども、これは年間の油の使用料とい

うのが１経営体当たりおおよそ10万リットルでございます。平成16年の35円か

ら約115円に値上がっておりますので、80円上がったということで約800万円経

費が増加した。それから同じくソデイカ漁でございますけれども、ソデイカ漁

業は年間１万4000リットルぐらい使うということでございまして、112万円程

度の増加になると。以上主なもの、２つ調べております。

水産業だけに限って今質疑をしておりますけれども、漁業関○上里直司委員

係者からの話を今聞きますと、これを合わせると912万負担がふえたというこ

となんですけれども、それだけではおさまらないような負担増のように受けと

めています。だからもう少しこれ以外に、負担がふえるというような影響額が

あれば教えていただけますか。

漁業関係に限らず燃油の高騰に伴って各種の商品、資材○金城明津水産課長

等が高騰していると思うんですけれども、現在のところその資材等に係る原油

の影響額というものについては把握しておりません。

そもそも論なんですけれども、原油が高騰した場合に県の制○上里直司委員
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度的な支援策というのがあるのかどうか。

それから国からの支援というものが、制度的にあるのかどうか教えていただ

けますか。

先ほど農林水産部長のほうからの説明の繰り返しになる○金城明津水産課長

かもしれませんけれども、まず国のほうから申し上げますと、水産業燃油高騰

緊急対策事業というのを昨年19年度の12月補正予算で102億円ほど組まれてお

ります。その内容なんでございますけれども、１つは省エネ推進協業体活動支

援事業と言いまして、漁業者グループで省エネ活動を行う場合、例えば漁業者

が輪番で漁を休んで藻場、干潟の管理をするとか、あるいは漁場生産力向上の

取り組みと言っているんですけれども、それを行う場合に２分の１の補助をし

ますと。

それから新たな省エネの操業形態に取り組む実証事業と言いまして、例えば

イカ釣りの場合なんですけれども、漁業者がグループでイカ釣り漁業をする場

合に光をつけることによって燃料代も違いますので、光の量を落として省エネ

操業に取り組んだ場合、どれくらいの燃料の省エネになるかということを実証

して、そういう操業を展開したものというような実証事業に対する補助がござ

います。

それから漁業者がグループで協業化して、協同でできる作業を省エネに結び

、 。つけるという場合も その協業化の施設の導入等に対する補助等がございます

それから低利の融資等、これが国の措置でございます。県がそういう支援して

いる措置としまして、漁業者が省エネ型エンジンというものに取りかえる場合

に無利子で貸し付けをするという融資事業。それから漁業者が運転資金を借り

る場合に、漁業信用基金協会の融資保証を受ければ、融資が円滑に進むわけで

漁業信用基金協会に対する、融資を円滑化するための助成というものを県でや

っております。それから漁業経営の安定を図るという意味で、漁獲共済という

保険の事業がございまして、この漁獲共済に加入する場合の漁業者に対する掛

金の補助、県では以上３点を中心に現在支援しております。

私は恒常的に、原油が高騰することを想定した行政がされて○上里直司委員

いるのかどうかということを聞きたかったわけで、詳しく説明していただいて

理解が深まったわけですが、いずれにしても緊急というか、想定していないも

のをある程度政府も緊急的な支援を行う、県も緊急的な支援を行うということ

だと理解してよろしいでしょうか。

さらに問題なのが、今、国もようやく緊急だと認めているわけですから、緊
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急の度合いはまさに深まりつつあるわけなんですよ。今皆さんが説明してるの

は、確かにそれに備えたものなんですけれども、さらなるその支援が必要だと

いうことで今、陳情ないし要望がきているわけじゃないですか。今話している

以外に、さらなる支援策というものを検討はしていないんでしょうか。

きょう漁業関係者の大会がございまして、その要○護得久友子農林水産部長

請を受けることになっておりますが、その辺も含めてお答えしたいと思います

が、県では全国知事会などを通して、国に対して漁業用燃料や資材の低廉化、

省エネ技術の開発などを要望しておりますけれど、今年度はさらなる実効性の

、 、ある新たな制度の導入など抜本的な緊急対策 それから新たな推進機関の導入

施設、設備等の省エネ化、天然ガス等の安価な新エネルギー利用促進のための

技術開発等の実用化など、これについては全国知事会等を通して国に要請する

ということで今月７月に知事会が神奈川県でございますので、その中の要望と

して既に盛り込んで提出する予定となっております。今後、漁業関係の皆さん

の意見を聞きながら効果的な対策があるか検討していきたいと思っておりま

す。

ほかに質疑はありませんか。○玉城ノブ子委員長

渡久地修委員。

この問題は本会議、代表質問、一般質問で各会派共通して出○渡久地修委員

されていると思うんです。私は、非常にこれは緊急性のもので知事を本部長と

する緊急対策本部を立ち上げる必要があるんじゃないかということを言ったん

ですけれども、はい、立ち上げますとは言わなかったんですけれど、私はそれ

ぐらい今重要な時期にきていると思うんです。特に本県の場合は、本土から離

れているし、離島県でもありますし、有村産業株式会社の倒産とかいろいろな

ものがありますけれども、先ほどいろんなメニューが述べられました、国の支

援策、県の支援策、県の支援策は県の単独予算ですか、それとも国の制度の中

で県がやる予算、どっちでしょうか。

沿岸漁業改善資金というのは、国の補助を受けて県も金○金城明津水産課長

を入れて既に基金を造成したものがありまして、これからの貸し付けというこ

とになります。あとの２点、融資補償の円滑化と漁業共済の掛金、これは県単

独事業でございます。
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それで先ほど国の事業これ緊急事業、藻場の管理、要するに○渡久地修委員

漁民が休んで砂浜とか掃除をしたら補助金あげますよということなんですけれ

ども、これを受けている実績は今現在幾らありますか。

我が県ではまだ実績はございません。○金城明津水産課長

こういう状況なんですよ。ゼロなんですよ。それでもうちょ○渡久地修委員

っとお聞きしたいんですけれども、農林水産部ですから漁業、それから農業、

酪農も飼料高騰とかありますけれども、原油価格と密接に絡んでいるので、現

に今の漁民でこの原油価格高騰で新聞報道ではもう漁に行くのもやめたと。行

っても赤字だからもう出ようにも出られないという人たちが続出していると書

いているんですけれど、その実態、全県に何名の漁民がいて現在何名が漁で出

ていない、あるいはこれから続けようかやめようかとか、既に廃業したとかそ

ういう漁民、それから酪農家もいろいろ報道されましたね、もうスーパーから

牛乳が消えていくと、こういう実態をつかんでいるか教えてください。

漁業関係について申し上げますと、燃油高騰により経営○金城明津水産課長

逼迫して廃業に至ったという事例はまだ聞いておりません。それから燃油が高

くなったので、漁を今休んでいますという事例も具体的にはまだ聞いておりま

せん。

畜産課では毎年12月末調査で、しっかり調査をいたしま○赤嶺幸信畜産課長

す。その時点で酪農戸数が108戸でございます。その後聞き取り調査によりま

すと、２戸廃業いたしておりますので我々の調査によりますと現在106戸とな

ります。

漁業ですけれども、聞いておりませんということなんだけれ○渡久地修委員

ども、この聞いておりませんというのは調査した結果、聞いておりませんなの

か、あるいは調査していないがそういう話が、いろんな報告があってのことな

のか、要するに現時点のこういう危機的なものが今日も大会を開いて現に漁に

、 、 。出ても 赤字だから出ないという報道 私たちは直接漁民からも聞いてますよ

今出てませんよと八重瀬町港川の人たちも。皆さんはいつ調査して、報告を受

けていませんということなのか、それから酪農にしても12月の調査ですか。最

近と言っていましたけれども、これはいつ時点なのか教えてください。
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漁業関係につきましては、沖縄県漁業協同組合連合会か○金城明津水産課長

らの聞き取り調査でございます。それから沖縄県近海鮪漁業協同組合連合会と

いうのがございまして、そこからの聞き取り調査でございます。

毎年12月末調査で、直近の調査によります平成19年の12○赤嶺幸信畜産課長

月調査なんですが、それによりますと108戸、それから最近の６月時点により

ますと、その後２戸の酪農家が廃業しておりますので現在106戸ということに

なります。

漁民も私たちの聞いた範囲では、ほとんどが10トン未満とい○渡久地修委員

うんですか、小さな船で漁業しているということで、もうとにかくやってもや

っても引き合わないということで、悲鳴を上げているんですよ。それで今の国

の緊急制度がもう漁民にとってもなじめないと。このグループをつくって休漁

して掃除をさせて、それだったら上げますよということで、だから利用者はゼ

ロだと。これは利用できないと言っているんですよ。酪農家にしても、漁業に

しても今その人たちが一番求めているのは直接支援なんですよ。原油が上がっ

てもう大変だと、希望が持てないと。とにかくリッター当たり２円でも５円で

も直接補てんする何らかのやり方を、直接個人にじゃなければ、漁業協同組合

にでもやって、そういうような展望を与えればまた元気が出て漁に出ることが

できると。それからこの酪農にしても政府の価格安定制度とか、これまで追加

、 。補てんとかありましたけれど６月でなくなったと 停止されているんですかね

だからそういう意味では直接支援というのがその人たちの大きな要望なんです

、 。 、けれども この直接支援についてはどんなですか 私は検討すべきだと思うし

そして政府にも県としても私は要請する必要があると思うんですが、この辺ど

うでしょうか。

原油の高騰につきましては、漁業関係者だけでは○護得久友子農林水産部長

なくて全産業に及んでいるということで、全国民の生活にも大きな影響を与え

ておりますので、直接的な補てん措置は大変厳しいのではないかと考えており

ます。

いずれにしてもこの問題、全国的な問題でもあるし、私はそ○渡久地修委員

れ以上に、全国の大変な状況以上に沖縄県の被害というのは最も大きいと思う

んですよ。私たちも今調査しているんですけれども、長崎県が直接支援してい

るという話もあるんですけれども、そういったのも調査していただいて、そし
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て漁業、農業、酪農も含めて全部今の状況がどうなっているかということを、

漁業協同組合連合会とかからの聞き取りとかだけじゃなくて、直接今の実態が

どうなっているかというのを至急調査していただきたいと思いますがどうでし

ょうか。

今大変厳しい中で、漁業者、農業者の経営安定を○護得久友子農林水産部長

図ることは非常に大事なことであります。そういうことで関係者の意見を十分

聞きながら、今後対応策を一緒に考えていきたいという考えでございます。

私たち議会としても、例えば政府の備蓄原油、これを今放出○渡久地修委員

すべきじゃないかという意見とかいろいろありますけれども、とにかく緊急な

事態なので、これは与野党を超えて超党派で今の問題、取り組まないといけな

い問題なので、急いで現状を県として把握していただいて、私たちは私たちで

政府にも緊急な対策を求めていきたいと思いますので、しっかり調査もして私

直接支援も含めて検討していただきたいと要望して終わります。

ほかに質疑はありませんか。○玉城ノブ子委員長

辻野ヒロ子委員。

この件は昨日までの本会議の中でも多くの方が出されてお○辻野ヒロ子委員

りましたけど、私も肉用牛の価格の問題とか漁業者の問題とか質問させていた

だきましたが、やはりこれは渡久地委員もおっしゃっていましたけれども、本

当に業種は農林水産業だけじゃないんですよね。この原油高騰というのは後で

審議される観光商工部もそうなんですけれども、それから運輸業とか建設業と

かまたクリーニング業の問題、生活衛生の問題とか、また離島の振興に対して

もすべてかかわってくるんですよ。それでやはり全庁的に、ただ農林水産部だ

け悩むんじゃなくて全庁的に各部門網羅して、本当に知事が先頭になって緊急

対策会議を緊急につくっていただいて、やっていかないとこの問題は全国みん

な一緒ですので、沖縄県が早目にその対策をしていただくことが大事じゃない

かと思うんですけれどいかがですか。

直接補助じゃないんですが、そういった緊急対策○護得久友子農林水産部長

も国、県のほうも捉えておりますので、使えるものはしっかりピーアールして

使えるような形で指導していくとともに、今全庁的な対策を立ち上げるべきじ

ゃないかということにつきましては、委員から要望があったということは、三
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役にもお伝えしていきたいと思います。

６月26日の原油高騰による緊急対策関係の閣僚会議の資料○辻野ヒロ子委員

を入手したんですけれども、それを見てますと、各業種別にいろんな形で支援

ができるんじゃないかと思うんですね。例えば水産業でしたら水産業の燃油高

騰緊急対策基金を積極的に活用して、省エネルギー型漁業等への転換支援を強

化する補正が102億円とかですね、また、緊急に資源回復を図る必要のある漁

種等についてのも減船、休漁等への補償などもうたわれているんです。これも

14億円とか数字まで出ていますけれども、例えば農林水産業でしたら配合飼料

の価格安定制度もまとめられておりますけれども、そういうものとか本当に効

率的なそういうコストの低減に対しての支援というのが結構うたわれているん

です。そういうのに当てはまるのがたくさんあるんじゃないかという感じを受

けるんですよ。ですからこういう資料は国会議員もいろいろな部会に入ってお

られるようですので、きのうも一般質問でお話ししましたけれども、連携をと

っていただいて緊急にこの対策はやっていかないといけないんじゃないかとい

う強い思いがするんです。今もニュースを見ると、原油高騰のことしか出てお

りませんので、特に私は離島に住む一人として、離島でのさらに輸送コストが

高くなるために物価が物すごく上がって、本当にみんな厳しい状況になってい

るということを現実に訴えながら、抜本的に全庁的に本当にすぐ立ち上げてや

るべきだと思いますので、それを強調して終わりたいと思います。

ほかに質疑はありませんか。○玉城ノブ子委員長

当銘勝雄委員。

この原油高騰というのはある意味では確かに恣意的にオイル○当銘勝雄委員

マネーによってつくられたということもあるわけですが、しかし絶対的には不

足していくということはほぼわかっていた話なんですよね。これは試堀がやり

にくくなるという問題もあれば、あるいは発展途上国がどんどん使うようにな

るということからエタノール生産とまで踏み出してきたわけですから、一つの

ある意味では予定されたものでもあるわけですから、今後の農林水産業の政策

というのをこれを機会にやっぱりきちっと一つの方向づけをしていかないとい

けないんじゃないか思うんですね。それはさっきありましたように、例えば省

エネ型の漁船に変えていくとか、それだけではとどまらないと思うんですね。

農業の部分においても、例えば今マンゴーを早出しするのであれば石油をたい

て、ボイラーをたいて、その早出しをしていると。これもそういう意味では逆
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にいうとできなくなるということですから、だからそれに変わる政策を、ある

いは方法、技術を生み出していかないといけないんじゃないかと思うんですよ

ね。だから私はこれに対しての技術・候補といったものを編み出す状況にある

と思うのです。これを今後どうしていくかということを農林水産部としては検

討されていますか。

今ありましたように、やはり今後食料の自給率の○護得久友子農林水産部長

問題を含めて、例えば飼料の問題なんですけれども、特に酪農につきましては

現在100％輸入飼料で養っているということで、その飼料の高騰をもろに受け

ているという状況になりますので、そういったものにつきましては過去には草

地を持って、機械でちゃんと草をつくっていたんですが、それがないというこ

とで特に私たちは遊休農地の解済ということで部を挙げて取り組んでおります

ので、特にそういった遊休農地に対して自給飼料の草地を積極的にやっていこ

うということで、１つはそういうことを考えております。それとまた例えば豚

の飼料としてイモの利用促進です。これにつきましては水田の二期作を利用し

た形でできないかというのをやっております。それからマンゴーの生産につき

ましては、一部農家で漸進化と差別化を図るためにハウスで暖房をたいている

んですが、その場合実は東南アジア、外国からいろんな品種を導入しておりま

す。農業研究センターのほうで今試験栽培しておりますが、マンゴーにつきま

しては７月中旬がピークですけれど、前後に広げていくということで暖房して

ちょっと早出しをやり、後半には品種を変えて伸ばしていくという形で、マン

ゴー栽培を今後検討していきたいと思っております。

それから、これからまた肥料関係も高騰するということで60％、40％の上昇

ということが報道でもありますけれど、その対策としては減農薬とか有機栽培

の推進ということでは従来から取り組んでおりますが、今後さらにコスト低減

、 、 、を図るためには そういった有機農業それから減農薬 例えばエコファーマー

それから特別栽培農産物の栽培についても、技術開発をしっかりやって進めて

いきたいと考えております。１つの例として御紹介いたしました。

今有機栽培に持っていくというのも１つの方法でしょうし、○当銘勝雄委員

ここでやっぱり農業、水産業あるいは酪農含めて、今後の生産体制はどう変わ

っていくかという、吟味が必要だと思います。そして僕は一番ここは議論して

いきたいのですが、さとうきびのバカスの推肥化。これについてもやっぱりど

んどん進めていくという、それがやっぱり減肥につながる。あるいは今肥料が

高騰していくという、リン酸分がどんどん不足していくというでしょう。そう
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いうものに対してやっぱりこういう形でそのときに利用していく必要がある。

要するに一つ一つの話じゃなくて総合的に技術体系の面から、あるいは今後、

何が農業生産体制に可能なのかという、これからやっぱり全庁的に取り組むべ

きじゃないかと思うんです。これをぜひやってほしいと。そうしないと他都道

府県だってそれは同じですよ。基本的には値段は上がるわけですから。それに

対してどう打ちかつかということですから、これでやってもらいたいなと思い

ます。今まさしくこの本会議を通じて、さとうきびを除けば食料自給率がたっ

た６％ということは、これはもう本当に恐ろしい話で、海外で干ばつとかある

いは逆の現象が起きた場合、沖縄の食料をどう確保するのかという、ここら辺

が非常に心配されることなんだよ。私は絶えず言っているのは安保条約よりも

食料の安全保障のほうがもっと重要ではと言い続けているわけなんだけれど

も、ここにきて生産体制が悪くなったのでは大変ですから、それに左右されな

いものをつくっていくということを考えてもらいたい。そしてまたもう一つは

今の国の第一次産業に対する考え方というのを私はもう少し見直すべきだと思

っています。やっぱり基本的に食料自給率は、今度は見直して50％ぐらいにも

っていくというんだけれど、50％でも足りないですよ。基本的には70％とか先

進国の最低は70％からもっていくという方向での設定をして、きちっとそれに

対する第一次産業を見ていくという体制をつくっていくというのは大事だと思

います。ですから、外国に打ちかつための、例えば認定農家をつくってどうの

こうのとか一定の条件ができた農家に、あるいは水産業に対して補助していく

、 。 、という こういうあり方ではないと思うんです この地域そのものをきちっと

あるいは産業そのものを守っていくという姿勢がないと私は70％とかいう自給

率は確保できないと思いますよ。そういうことですね、ぜひ頑張ってほしいと

思いますが、農林水産部長、今後どういうふうに第一次産業を守っていきたい

と考えておりますか。

沖縄の農業は今ありました、一番需要の１つとし○護得久友子農林水産部長

てさとうきびがございます。今委員がおっしゃたように、さとうきびは沖縄県

の伊平屋村、伊是名村から与那国町までつくっておりまして、それをしっかり

つくっていくということが、自給率向上にもっとつながると思うんですが、直

接例えるものではないんですけれど、やはりそれは県全体、それから国全体の

自給率を上げるということではまた大事だと思います。特に沖縄県は離島とい

うことで地域性がありまして、これは本会議でも答弁したことなんですが、や

はり付加価値の高いものを沖縄県はつくって本土出荷していくということであ

ります。やはり本土市場に出してしっかり勝負できるものは本土へ向けて出し
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ていくということで、それによっては農家の経営を安定させるということと、

それから過去につくっていました、例えば重量ものの出荷には大変輸送の問題

で厳しいんですが、例えば大根ですとかニンジンですとか重量ものについても

今後しっかりつくっていって地元で消費してもらうということで自給率を高め

ていくということです。今ありますように、やはり食料は国内でつくるべきだ

という、全国的にもそういった認識が高まってきておりますので、それにこた

えるためにしっかりつくって増産して、拡大していく必要があると思っていま

す。そういう意味ではやはり今後とも、そういった特に制度で守られているさ

、 、とうきびとかにつきましては しっかり国のほうにそういった対応策も訴えて

制度をしっかり維持してもらって、農家経営が安定できるような形で要請、こ

たえて生産拡大していきたいと思います。特にことしは、さとうきびにつきま

してはやはり増産でことしから84万トンに回復しておりますので、これから３

年後そういった形の今ある制度をしっかり対応して、それから国のほうに要請

なりを訴えていきたいと考えております。

最後に、沖縄県が今生産面積でも一番大きいのがやっぱりさ○当銘勝雄委員

とうきびですよね、このさとうきびというのは基本的に沖縄の農業を守るとい

う基礎的なものに私はなると思うんですよ。もう一つは地域を守る。宮古、八

重山とかあるいは小さな離島地域を含めて地域を守るという、こういう基礎に

なるというものだと思うんです。だからこれはやっぱり、しっかりやっていか

なければならないと思います。例えば国によってはブラジルなんて今砂糖の輸

出国としては一番じゃないですよね、あんな大きな国だのに、全部輸出品に転

嫁していると、逆にタイあたりがむしろ生産、対外的に輸出は多い状況でしょ

う。だからは私はどんどんと食料が不足する中で、沖縄が一番きつくなる。地

域の皆さん方の生産を守ってあげていかなければならない。例えば一定の基準

じゃないとこれ認めませんと、あるいは機械化しないと認めませんよとか、あ

るいは耕作機を使うような形じゃないと認めませんよとか、という形の縛りを

つくっていくことが地域の農業を衰退させていく。そこまで見ない限りは、我

が国の農業というのは救えないと思うんです。これは一つの視点だと思います

ので、そういう方向でひとつ頑張ってもらいたいということを申し上げておき

ます。

ほかに質疑はありませんか。○玉城ノブ子委員長

玉城満委員。



- 36 -
H120.07.11

経済労働委員会記録

。 、○玉城満委員 いろいろと勉強させていただきました 原油の高騰についても

地元のそういう農業であるとか漁業であるとかそういうものを盛り上げるため

に、例えば私は一般質問のときにも感じたんですけれども、１つの項目の中に

２人もしくは３人の部長がお答えするという、そういうふうなケースがありま

した。私はこれからはやはり農林水産部、観光商工部、文化環境部と、越権で

はないけれども、ある種越権ネットワークみたいな、そういうもので物事を動

かしていかないと絶対独自の部署だけで、何か動かそうとするとシンペーなっ

てくると思うんですよ。だからもう少し、これはうちの部署じゃない、こっち

はうちの担当じゃないということではなく、もっと越権をどんどんやっていた

。 、 、だきたいという感じはするんです そうすると そのネットワークからすごい

やっぱりいい、ある種チャンプルーですよ、そういうものが生まれてくる可能

性があると思うんです。私もいろいろあるんですが、あんまり話が長くなると

いけないので、一応この越権ネットワークだけは、今後やっぱりやっていかな

いと私はだめだと思っております。

ほかに質疑はありませんか。○玉城ノブ子委員長

中川京貴委員。

１つ確認したいんですが、この原油価格の件で今からいろい○中川京貴委員

ろ県は作業していると思うんですけれど、もう現在国から畜産関係で補助金が

入っているのがありますか。要するにこの飼料関係とか牛のえさの関係です。

直接的な原油高騰でということではないんですけれど○赤嶺幸信畜産課長

も、畜産というのは配合飼料、その原料が海外にほとんど依存しておりますの

で、原油高騰による配合飼料価格の高騰というのはあります。そのため急激に

環境が変わりますので、畜産経営は相当のダメージを受けます。その際に配合

飼料価格安定制度というのがありまして、そこから今回のような、例えば高騰

分、えさ代が高騰した分に予算の範囲内で補てん金を交付するという制度があ

りまして、その中には国庫が入っております。ちなみに平成19年度は１年間で

約15億9000万円の補てん金が交付されておりまして、今回の予算措置で緊急対

策で、畜産全体で738億円の追加緊急対策をとってもらいましたけれども、そ

の中で事業実施が４月１日から始まるものですから、充ててちょうど今事業計

画とかそれから事業説明、国の事業説明も受けまして、県でも早急に今回の緊

急対策の事業の説明会を開催したいと思います。国庫につきましては配合飼料

価格安定制度の中で国庫をいただいております。
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今回の一般質問の中でも代表質問の中でも出てきて農林水産○中川京貴委員

部長の答弁聞いてたんですけれども、農林水産部長はその答弁の中で、そのお

金が入ってきてそういった畜産関係に充てていますという説明がありましたけ

れども、これは基金に入っていなかったら充てられないんじゃないですか。す

べての農家に当たりますか。基金に入っていない農家もこれに該当するんです

か。

原則的にこの配合飼料基金安定制度の中に加入している○赤嶺幸信畜産課長

畜産農家が対象になります。

ほかに質疑はありませんか。○玉城ノブ子委員長

（ 質疑なし」と呼ぶ者あり）「

質疑なしと認めます。○玉城ノブ子委員長

以上で、農林水産業についてに係る原油高騰対策について質疑を終結いたし

ます。

説明員の皆さん、大変御苦労さまでした。

休憩いたします。

（休憩中に、説明員等の入れかえ）

再開いたします。○玉城ノブ子委員長

次に、観光商工部関係の陳情第70号の審査を行います。

ただいまの陳情について、観光商工部長の説明を求めます。

仲田秀光観光商工部長。

それでは、観光商工部関係の陳情につきまして処理○仲田秀光観光商工部長

方針を御説明いたします。

まずお手元に配付しております処理方針の目次を御覧ください。観光商工部

関係は新規陳情１件となっております。

それでは、新規案件について御説明申し上げます。１ページをお開きくださ

い。陳情第70号県産品の優先使用に関する陳情、陳情者は沖縄県工業連合会会

長島袋周仁外４人でございます。
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陳情要旨は省略し、処理方針について御説明いたします。

１．県は、昭和59年に県内企業への優先発注及び県産品の優先使用基本方針

及び大型プロジェクト建設工事発注方針を策定し、県内企業への優先発注、県

産品の優先使用に取り組み、県内企業の育成強化に努めてきたところでありま

す。県発注の公共工事においては、特記仕様書の中に県産品の優先使用を明記

し、その取り組みを積極的に進めております。

さらに、毎年７月の県産品奨励月間には、沖縄県工業連合会を初め19団体で

構成する県産品奨励月間実行委員会と連携し、県産品奨励街頭キャンペーン等

を行っております。

産業まつりにおいても、優良県産品として選定された飲食料品や生活用品等

の推奨状を交付するとともに、展示等を行い、生産意欲の高揚と県産品の普及

に努めているところであります。

２．県は、県発注の公共工事において県内リサイクル資材の使用を促進する

ため、リサイクル資材評価認定システム運営事業を進めており、リサイクル製

品の優先使用については、積極的に取り組んでいきたいと考えております。

以上が観光商工部関係の陳情に係る処理方針であります。

御審議のほど、よろしくお願いいたします。

観光商工部長の説明は終わりました。○玉城ノブ子委員長

これより、陳情に対する質疑を行います。

質疑に当たっては、重複することがないように簡潔にお願いいたします。

なお、質疑・答弁に当たっては、挙手により委員長の許可を得てから行うよ

うお願いいたします。

質疑はありませんか。

渡久地修委員。

陳情第70号ですが、この陳情の趣旨はそのとおり推進する立○渡久地修委員

場からなんですけれども、最初なので確認を含めて質疑させていただきたいん

ですけれども、ここで言っている県産品という概念といいますか、それとこの

陳情書の中に自給率が６パーセント伸びた場合の経済効果は、生産誘発額で803億

円、雇用者誘発数で１万1851人と書いてあるんですけれども、現在のいわゆる

県産品の使用率というのは幾らなのか、わかるのであれば教えてください。

県産品の定義については、特に規定というのはない○仲田秀光観光商工部長

んですけれども、それぞれ県産品の奨励月間とかということで、製造業製品に
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ついて県内で製造、加工されていること、それから製造、加工について付加価

値をつけることでその前提として材料に何らかの加工を加えるということで、

単なるパックとかそういうものは含めないといった概念で、単なる袋詰めとい

うレベルの加工は含まないということで定義といいますか、そういう概念で進

めております。

それから、現在の県産品の自給率、総需要費の中に県内の企業がどれだけ給

付しているのかという比率は平成２年が30.6パーセント、平成７年が32.6パー

セント、平成12年が33.4パーセントでございます。これは統計が産業連関表と

いう２次加工で作成される表を使っておりますので、今平成12年が新しくて、

平成17年の表を使ったものが現在作成中ということです。

特に先ほど県発注の公共工事のことを言っておりましたけれ○渡久地修委員

ども、そこでの県産品の使用ですが、全部じゃなくていいんですけれども、例

えば県発注の公共工事で一番大きなウェートを占めるのは上位５番目ぐらい、

例えば鉄筋なのかコンクリートなのかとかいろいろあると思いますけれども、

こういったものでもしわかるのであれば教えてください。

処理方針で説明しました優先使用に係る基本方針○仲田秀光観光商工部長

で、その実績を毎年集計してございますけれども、平成19年度はまだ集計中で

して、平成18年度で申しますとトータル件数で2255件、そのうち県内企業の受

給件数が2194件、それから県外企業が21件、県内と県外のＪＶですね、共同企

業体が40件、これは件数でございます。金額で言いますと、886億円が総額で

す。そのうち県内企業の受注額が755億円、率にしますと85.3パーセント、県

外企業が１億7900万円、それから共同企業体のほうが128億円ということで、

件数の比率は説明しませんでしたけれども、2194件の比率は97.3パーセントで

ございます。

休憩いたします。○玉城ノブ子委員長

（休憩中に、渡久地委員から県産品がどれくらい使われているかとの質

疑であるとの補足説明があった ）。

再開いたします。○玉城ノブ子委員長

仲田秀光観光商工部長。
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建設資材で主な品目ということで11品目ございます○仲田秀光観光商工部長

けれども、比率が大きい順に言いますと、100パーセントがコンクリートパイ

ルとかワイヤーメッシュ、それから生コンクリートを除いたセメント、それか

ら鉄筋、高架水槽水タンクです。そういったものが主な品目です。

今度の優先使用についてとあるんですけれども、今上位はほ○渡久地修委員

とんど100パーセントでありますけれども、これから高めていくとしたらどう

いったものがありますか。要するに低いほう。

これは高めていくというよりも、公共工事の性質に○仲田秀光観光商工部長

よりますのでできれば県内の原材料と言いますか、そういうものを使っている

ものを高めるというのが原則でございます。

最後に、先ほど県産品の定義の話がありましたけれども、よ○渡久地修委員

くお土産ですね、お土産が観光客に対して沖縄産と書かれているけれども、実

際には東南アジアでつくられているものじゃないかといろいろありますよね。

これが話題にもなったり、改善するべきという点があると思いますけれども、

そのお土産についてはどういうとらえ方をして、改善点があるのか、どうしよ

うと思っているのかお聞かせください。

これは要するに表示の問題ですね。適正に表示され○仲田秀光観光商工部長

、 、ているのかどうかということの問題で それぞれ観光の関係で表示を審査する

チェックする機関と言いますか、沖縄県観光おみやげ品公正取引協議会がござ

いますので、そこで毎年チェックをして不当表示がないようにと指導はやって

おります。

ほかに質疑はありませんか。○玉城ノブ子委員長

辻野ヒロ子委員。

今、陳情文書と処理方針を読んでみますと、建設業だけに○辻野ヒロ子委員

集中しているような感じがするんですね。項目の１、２を見ると今後引き続き

県産品の優先使用について啓蒙啓発に努めること、それから再生資源等を用い

て製造された県産品リサイクル製品についての優先使用ということに対しての

処理方針が何か偏っているような感じがするんですね。私だけでしょうか。そ

ういうことでもっと幅広く社団法人沖縄県工業連合会がやっておりますので、
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いろんな県産品があるじゃないですか。その件についても何か考え方があるの

か教えていただけますか。それとも陳情のときに建設業関係は主にという話が

あったのかどうか教えてください。

建設業については、県が発注する場合に特記事項で○仲田秀光観光商工部長

これを使ってくださいという指導ができるんですけれども、一般の製造業の方

々はそういった指導はなかなかやりにくいと言いますか、それぞれの創意工夫

でやりますので、したがって県が発注するものについてはそういった指導、そ

れから公共団体、公共機関には依頼もできるということでやっておりまして、

県が購入する場合の物品ですね、それについては一応状況を把握しております

けれども、なかなか県内で製造されるというのは我々が使っている備品とかそ

ういうものはないんですけれども、数字的にはそれは把握しております。

例えば、県産品の奨励月間にちなんでかりゆしウェアーの○辻野ヒロ子委員

普及とか、そういうものとかいろんな県産品があるじゃないですか。そういう

ものの啓蒙啓発と私はそういう部門もみんな入るんじゃないかなという感じが

して、何か県内企業の建設業にこだわっているような気がするんですね。その

あたりなんですがいかがですか。

それはまとめ方が数字で把握しやすいのが県が発注○仲田秀光観光商工部長

する工事なんですけれども、辻野委員がおっしゃるようにかりゆしウェアーと

かそういったものも県産品という位置づけで奨励しておりますので、社団法人

沖縄県工業連合会を中心に我々県も実行委員会に加入していますので、農水産

物を学校給食等で使ってもらいたいということで、奨励月間には役員が直接小

学校、中学校に行って、児童たちと一緒に給食を試食したり、各製造業社に実

行委員会の方々が回って県産品の使用をよろしくということの運動は行ってお

ります。数字的な把握はこういった公共工事のほうが前面に出てきていますけ

れども、行動としては県産品の愛用運動キャンペーンはやっております。

それと、産業まつりが行われますよね。そのときもほとん○辻野ヒロ子委員

ど県産品を販売しますけれども、昨年から八重山地区での産業まつりは、八重

山青年会議所の皆さんが主体となってやって、観光商工部長もことしもいらっ

しゃっていましたけれども、それを見て本当に若い人たちが関心を持つ、高校

生のブースが３カ所ほどあって、すごく人気を呼んでいました。自分たちで商

品を開発したり、地元の食料品、工芸品とかを売ったり、そういう形でとても
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若い皆さんが県産品に対して関心を持つよいチャンスだと思うんですね。そう

いう意味ではグッジョブ運動にも関連してきますし、県内の産業まつりのあり

方もその辺のことを参考にしていただけるような形に持って行ったら、また若

い人たちにも県産品のありがたさをアピールできるんじゃないか、啓蒙になる

んじゃないかと思いますが、観光商工部長の見解をお聞かせください。

産業まつりについてはかなりの期間、県が主導して○仲田秀光観光商工部長

やってまいりましたけれども、ここ数年民間での自主的な運営ということで、

沖縄本島でやっているものについては社団法人沖縄県工業連合会が中心に、そ

れから八重山地区で行っているものについては八重山青年会議所、宮古島地域

では商工会議所が中心に、それぞれ地域が中心になって進めているということ

で創意工夫がなされています。北部地域ではまた北部の市町村会を中心にやっ

ているということで、その中に若い方々、高校生とかが実際の業務の体験をし

ようという形で疑似の会社をつくって運営をしているという実例もございま

す。かなり主体的な取り組みができていて、県産品の利用とか地元の産物にか

なり関心を持ってきているのではないかという印象を受けています。

ほかに質疑はありませんか。○玉城ノブ子委員長

上里直司委員。

今の辻野委員の関連でありますけれども、公共工事以外の物○上里直司委員

品購入、商品購入等の割合を把握しているという話をしていましたし、学校給

食の食材等の県産品使用というのも把握されているということですが、データ

は皆さんのほうで一括して把握しているのでしょうか。もしそういうものがあ

ればいただきたいと思いますがいかがでしょうか。

物品の調達については把握しておりますけれども、○仲田秀光観光商工部長

学校給食については把握していなくて、現にそういう場に行って直接県産品を

利用してくださいというお願いをしながら子供たちと一緒に給食を試食してい

るということで、ちょっとそこは把握できていないんですけれども、沖縄県が

実際に調達している物品については把握しておりまして、例えば平成18年度で

、 、大きな分類で言いますと消耗品と印刷 備品そういったものなんですけれども

絶対数でいくと契約件数が4622件で、そのうち県内企業の受注企業数が4562件

という数字です。全体の構成比は98.7％で、これは後で資料を提供したいと思

います。
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先ほどの渡久地委員の質疑を聞いていても、私たちが質疑を○上里直司委員

しているのは品目ベースでどれくらいなのかという問いかけをしていましたけ

れども、どうも返ってくる答えは件数ベースの把握であって、品目ベースでの

割合というのは把握されているのでしょうか。つまり4622件の契約件数のうち

4562件で98.7％の割合ですけれども、これは企業が県内の企業であってそこで

扱うのが県産品であるのかどうかというのは別だと思うんですよ。だからそれ

は把握しているんですか。件数ベースの企業が県内企業というわけではなくて

物品ベースの割合は把握していますか。

この物品や備品については県内なのかどうかは把握○仲田秀光観光商工部長

しておりません。

先ほどもありましたけれども、県産品の自給率が33.4％とい○上里直司委員

う状況ですが、皆さんも県産品奨励を勧める立場ですから、やはり平成12年度

からしたら８年経っているわけですから、最新のデータをとられる考えはない

のかということが１点で、もう一つは平成12年の値が出ておりますけれども、

皆さんが目標とする値というのを設定しているのか、また設定するつもりはあ

るのか、その２点をお聞かせください。

平成12年というのは産業連関表を作成するときに自○仲田秀光観光商工部長

給率というものも把握しているということで、今現在は５年ごとに産業連関表

はつくっておりまして、産業連関表は既に出された統計を集約して作成する表

なので、２次加工でかなり時間がかかるんですよ。そういう意味で時期的にお

くれる、現在は平成17年の作表を進めているというのが実状でございます。

それと、目標値については特に何パーセントということは設定しておりませ

ん。

今後その目標値を設定するお考えはありませんか。○上里直司委員

これはもう少し研究しないとなかなか、直接沖縄県○仲田秀光観光商工部長

がやるという話ではなくて、それぞれが製造する場合の創意工夫がありますの

で、今のところもう少し研究を要するという考えであります。

研究を要するというが、これだけ県産品の愛用を勧める団体○上里直司委員
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が陳情に来られていて、皆さんも勧める立場ですから、政策的に勧める手段が

必要だと思うんですね。だから目標を定めて、その目標に到達するためにはど

うするのかというのを出される必要があるんですけれども、どうもそれが見え

ないというのはやっぱりもう少し県産品使用について、もう少し力を入れてい

ただく必要があるんだなと思っています。最後なんですけれども、社団法人沖

縄県工業連合会、陳情されている方が経済効果の調査をされていますね。自給

率が６％伸びれば803億円、雇用者誘発数も１万1851人ということですが、そ

の調査というのは皆さん方もその調査を是とすると言いますか、この調査を使

って県内の県産品の使用とかそういう効果を図ろうとしているんでしょうか。

社団法人沖縄県工業連合会も県内の研究機関に委託○仲田秀光観光商工部長

をして、比率を出しているわけでございまして、そのもとになっているのが県

の産業連関表とかという話になっております。ですから、県は今のところ基礎

データと言いますか、そういったものを作成していますけれども、自給率が何

パーセントという先ほどの説明に戻りますけれども、設定までは至っていない

という状況です。

ほかに質疑はありませんか。○玉城ノブ子委員長

当銘勝雄委員。

先ほどの上里委員の質疑の延長になりますけれども、平成２○当銘勝雄委員

年が30.6％、平成７年が32.6％、平成12年が33.4％と、こういうように若干伸

びはしてきていますが、そうすると県産品の使用率というのはこういうものだ

と言うんですかね。

現実はそうなっているということで、どこまで伸ば○仲田秀光観光商工部長

せるかというのが運動の効果と運動の浸透のしぐあい、それと原材料の供給と

いうのが限られていると、製造業が県内に十分に育っていないという環境があ

ると思います。

例えばほかの県で地場産業と言いますか、県産品を徹底的に○当銘勝雄委員

使ってかなりの技術を高めているという事例はないですか。

特にそこまでほかの県までは十分には把握しており○仲田秀光観光商工部長

ません。
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例えば鹿児島県の焼酎、これはどこに行ってもこの焼酎は売○当銘勝雄委員

れている。それぐらい地元で使う場合も一にも二にもこれというように使われ

ているんですよ。恐らく鹿児島県は高いんじゃないかと思ったりもするわけで

すが、これは数字を持っているわけではないです。ただ感触で言っている話な

んですが、そこについては求めませんが、私は２つの面から質疑したいんです

が、１つにはこの県産品を使用奨励するために、これは使用奨励月間となって

いるが、これは県のほうが中心なんですか、それとも社団法人沖縄県工業連合

会のほうが中心なんですか。

社団法人沖縄県工業連合会が中心となって、県もそ○仲田秀光観光商工部長

のメンバーに入っているということです。

そこで、これについても過去昔から県産品愛用をやっている○当銘勝雄委員

わけですけれども、どう変わってきたという何か目に見えて変わったものを挙

げられますか。

運動のあり方という形で説明しますと、当初昭和29○仲田秀光観光商工部長

年に琉球政府が音頭をとり、島産品愛用運動ということからスタートしており

ます。それは琉球政府、琉球工業連合会、農林水産協会、琉球商工会議所そう

いった共催で発足しておりまして、昭和44年にこれが県産品の愛用運動という

ことで名称を変えて、それから昭和50年に県産品使用奨励運動に引き継がれて

おります。それに連動して沖縄県は昭和59年に先ほど説明しました県内企業の

優先発注と県産品の優先使用方針を策定して、県産品奨励月間とかキャンペー

ンとかという運動に取り組んでいるというのが運動全体の流れでございます。

先ほどの説明は平成２年からの数字を示してもらったわけで○当銘勝雄委員

すが、昭和50年ごろに今のようなスタイルになったときの県産品の使用率と言

いますか、これはどれくらいあったんですか。

平成２年からの数字を算出しております。○仲田秀光観光商工部長

そこで、今県も入って社団法人沖縄県工業連合会が進めてい○当銘勝雄委員

る県産品使用奨励について力の入れ方と言いますか、どういうところに力を入

れられているんですか。
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県産品奨励運動をやるときに、社団法人沖縄県工業○仲田秀光観光商工部長

連合会がそれぞれの分野で集まってやっていますので、ことしはこの分野に力

を入れようと特定の分野に限った運動は今まで特にはやっておりません。全体

的に底上げということでの運動をやっております。

今のどこに問題があるのか、そこをどう使用してもらうか、○当銘勝雄委員

これはある程度力を入れる力点を置かないとマンネリズム化になる可能性はあ

ると思うんですよ。ですからぜひ次年度あたりからやる場合は、どこにどう力

を入れていこうとか、どの分野が特に使用されていないのか、物は使用されて

いるが県外品であるのではとかというような分析のもとで、ここに力を入れて

いこうとかそれが出てくるんじゃないかと思うんです。それから、私が日ごろ

感じることなんですが、県産品を使用しやすい状況と言いますか、条件と言い

ますか、そういうものをつくっていくのも大事じゃないかと思うんですよ。特

に社団法人沖縄県工業連合会が中心的な役割を果たしているのであれば県内の

製造業でつくられた物が、一般県民があるいは企業体が使いやすいような状況

をつくってやるということが僕は大事じゃないかなと思うんです。これは一例

になるかどうかはわかりませんが、例えば携帯電話の充電器ですが、これは携

帯電話を買うごとに違ってくるんですよね。機種が変われば全部変わる。こう

いう物こそ無駄なもので、県内企業がつくるならばグッドデザインとまではい

かないかもしれないが、県民が利用しやすい製品という形で売り出せば、どん

どん使っていくと思うわけですよ。ですから県民が使いやすいあるいは企業体

が使いやすいような状況をつくってやるというのが大事じゃないかと、そうい

うものはないですか。

直接製造について我々が具体的に指導するというこ○仲田秀光観光商工部長

とはないので、それぞれ社団法人沖縄県工業連合会の中で工夫されていると思

うんですけれども、県がやっていると言いますか、少なくとも県民が買いやす

いという状況をつくるという意味では優良県産品ということで推奨マークをつ

けまして、このマークがあるのは県としても安心して売れますと、安心してこ

れを購入してくださいということで、毎年産業まつりで表彰している。その前

に出品者から出してもらって、推奨マークがほしいと言いますか、いただきた

いという場合には審査をして、当然表示の仕方、内容、そういうものをチェッ

クして推奨するということはやっております。これはどの分野ということでは

なくて、どの分野からも出してもらってすべて法律的な問題はないか、内容に
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問題はないかというチェックはしております。そういった製品についての信頼

性は持たすような努力はしております。

それも１つのよいアイデアだと思いますね。それ以外にも使○当銘勝雄委員

用しやすい、例えば機械的にあるいは物理的に使用しやすいというものをつく

っていくというのも非常に大事じゃないかと思うわけですが、県産品を使用す

るにはいろんなアイデア、方法があると思いますので、それはぜひ工夫してい

ただきたいと思います。

もう一つちょっと聞きますが、地産地消これは特に農水産業の分野でもある

いは観光商工分野もやっているわけですが、県産品使用と地産地消とはどうい

うかかわりと言いますか、持たせていくのでしょうか。

当銘委員がおっしゃるように地産地消については現○仲田秀光観光商工部長

在ことしから法律ができています。農水商工連携でそれぞれの地域でできる産

物を二次製品を加工して、そういった製品に持っていけるという流れをつくっ

ていくということで進めております。したがって、地元でできるものをいかに

付加価値をつけて加工していくかということが大事かと思いますので、その辺

はそれぞれの分野が連携して進めております。

それから、ちょっと戻りますけれども製品に対する工夫というものについて

もこの実行委員会の中には発明協会という分野も入っていますので、それぞれ

意見交換をして得意分野を生かしながら情報交換をやっている。そのイベント

としてあるんですけれども、大きいのがやはり産業まつりで、それは県内の物

をいかに使っていかに売り出そうかという運動の１つでもあります。そういっ

た運動はさらにもっと県民の評価を得るような運動にしていきたいと考えてお

ります。

ほかに質疑はありませんか。○玉城ノブ子委員長

具志孝助委員。

今、県産品の使用奨励、主に商品に対する奨励が議論されて○具志孝助委員

いる感じがするんですが、優良県産品をつくり出す、生産する、それを奨励す

ると言いますか、商品開発ですね。沖縄県の民芸品と言われながら案外県外で

つくられたものであるとか、県内のものよりなかなか見た目もよくて値段も安

いと。そうすると競争では負けてしまうという話がある。いかによいものを安

くつくるかと、この辺に対しても力を入れる必要があると思うんですがこの辺
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はどう考えますか。今、消費の話をされていますが、つくる側の商品開発の部

分、アイデアとか開発に対する奨励的な施策と言いますか、支援、助成につい

てはどういうことをやっていますか。

新製品の開発とかについて、県のほうでイノベー○久場長武産業振興統括監

ション事業とか、そういう形で研究開発の支援とか、あるいは製造業の製品の

開発とか、デザインの開発支援とかそういった施策をこれまでやってきており

ます。

観光関連産業で連携して消費を高めていく、消費高が少ない○具志孝助委員

とかというような問題の中でいかに県産品が取り扱われているか、売られてい

るのかというところは基本的にそういうような商品を開発している段階からの

問題だと思うんですね。それと市場で沖縄県の民芸品に類するようなものが案

外例えば琉球人形とかとよく言われたんですけれども、県外でつくられたもの

が売られているとか、この辺の調査というのはやったことありますか。

これはちょっと古いんですが、平成15年○松本真一参事監兼観光交流統括監

度に沖縄特産品実態調査という事業をやりまして、県内外の消費者、事業所の

調査、これは目的としては沖縄ブランドの構築の方向性を提言しようというこ

とだったんですけれども、その中でどれだけ県産品が使われているのか、どう

つくられているのかということを調査をした事例はございます。

それで問題として意外と沖縄県の民芸品らしいけれども、実○具志孝助委員

は外から入ってきたものであるとかというようなものが扱われているというの

は数字としては出てきていないのでしょうか。

今手元に数字はございませんけれども、○松本真一参事監兼観光交流統括監

記憶の範囲では70％程度が県産品だったという調査結果だったように記憶して

おります。

３割の物が実際は沖縄県産ではなかったというようなことが○具志孝助委員

出てくると、先ほどの県産品の受給率が１％上がったらどうなるというような

数字からすると、恐ろしい話なんですよね。３割もというのがあると。そうい

。 。うものの対策が大変大事だと思っております これは問題指摘をしておきます

それから、もう一つは直接この陳情の県産品の優先使用とは若干違いますけ



- 49 -
H120.07.11

経済労働委員会記録

れども、委託事業の話と言いますか、例えば一例を申し上げますと今本土資本

が入って外資系になった大手のホテルが結構市内にもありますよね。そこの仕

事に県外業者がどんどん進出を図っている。価格競争の中で安ければいいとい

う感じで、価格競争の１つの例としてビルメンテナンス、清掃業ですね。ある

いはリネンサービス、こういうものも県外がどんどん入ってきて、外資系の企

業というのは継続して地元の事業として継続的に発展していこうと、そして従

業員ともよい関係を持ってやっていこうという目的じゃないんですね。一時的

にでも営業成績を上げてすぐ転売すると。これが外資系の大体のやり方なんで

すが、そういうような外資系企業の中で県内の業者がどんどん泣かされていく

という実態が聞こえてくるんですよ。そういうような意味で今後相当問題にな

ってくるなと思っているんですが、この辺の問題意識というのは聞いておりま

すか。県外業者が県内の産業にどんどん入る、公共工事の受注の問題はよく言

われるんですけれども、案外県内の事業に県外業者が参入していると。価格競

争で一時的に安く受けて受注をしてやっていく。そして県内業者がつぶれたこ

ろにしっかり利益を上げていくというような動きがあちこちで見られるという

話、１つにはビルメンテナンスあるいはリネンサービスの話もある。

会社の経営にどういった資本参加をするかというこ○仲田秀光観光商工部長

とは経済の動きの中で決まることで、行政が入ることはできないんですけれど

、 、も ただそれを運営する場合に単なる利潤追求だけやってもらっては困るので

やはり適正な競争の中でサービスを保ってもらうという意味では我々は沖縄観

光をリーディング産業として位置づけているので、沖縄県のホテルないしは沖

縄観光の水準を落とすようなことでは困る。そういった場合には何らかのアク

ションも必要かなと考えております。

問題の指摘で終わりたいと思っているんですが、意外と外資○具志孝助委員

系はいわゆる市場第一主義で、市場原理が働いて、どんどん競争の世界に入っ

ていくんですね。そこで地場産業は生きておれないというような状況の中で、

価格競争だけで評価をされていくと、とてもじゃないけれどついて行けないと

いう状態がもっともっと今後目立ってくると思うんです。これについても今後

確かに民間事業の経営の自由の範疇ですが、どうしてあなたたちは県内の業者

を使わないで県外業者を使うのかと、民間企業に立ち入ることはなかなか難し

いと思うんですが、その陰で結局雇用の問題が出てきたり、どんどん県内産業

がつぶれていくというような状態が出てきてからでは大変問題だと思っていま

す。だから今から心して、外資系の会社が沖縄県へ進出することによって、こ
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こまで一緒になって共存共栄を図っていたというような経営形態がどんどん壊

されていくというのがこのごろ目立ってきているような感じがするんです。そ

ういうような経済がグローバル化した中で、そういう問題が惹起していると思

いますので、心して雇用の問題についても関心を持って見守っていきたいと思

います。民間事業に対して我々が介入できないとかという建前論でこれを避け

て通っては、県内の弱小と言いますか、中小零細企業の方々が泣いてしまうと

いうようなことになりかねませんので、陳情と直接関係しませんけれども、そ

ういうような側面も持っているということをこの機会に指摘をしておきたいと

思っています。

御説明がちょっと不十分だったところがありまし○仲田秀光観光商工部長

た。補足して説明しますと、県内企業への優先発注の県産品の使用について、

約130の団体、これは行政機関も含めて大手の企業も含めてやっておりますけ

れども、今回各施設に物品とか調理の原材料の購入に際しても宿泊施設のほう

に追加で文書を入れたんですけれども、そういった調理原材料の購入に際して

も県産品を優先的に使用していただきたいという要請をやっております。

ほかに質疑はありませんか。○玉城ノブ子委員長

玉城満委員。

今は県産品奨励月間ですよね。イベントもやっていますよね。○玉城満委員

それに社団法人沖縄県工業連合会がそれを受けてやっているということです

か。県は補助金か何か出されているんですか。

社団法人沖縄県工業連合会を中心に実行委員会でや○仲田秀光観光商工部長

っていますので、県は負担金を出しています。額は正確ではないんですけれど

も、40万円から50万円です。

社団法人沖縄県工業連合会にも少しは県のほうから物は言える○玉城満委員

と思うんですが、今聞いていると大体が物品ですよね。県産品のイメージとい

。 、うのはみんな物なんですよ 実はこの仲間に加えていただきたいのは空気産業

僕らのように芸術関係をやっている空気商売の皆さんのデータをそろそろとっ

たほうがいいんじゃないかと思うんですよ。例えば沖縄県の県産品であるＣＤ

だとかＤＶＤであるとか、芸人がどういうイベントをしてどうしたかと、これ

も全部県産品、空気商売でして、前まで祭りでは、つい最近から変わったと思
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うんですよ。15年くらい前に変わったと思うんですよ。大体ヤマトから歌手を

呼んだり、ヤマトの芸人を呼んできてここの祭りでハナヤカシテいたんだけれ

ども、今自前のタレントで十分自分たちの地元の祭りを盛り上げることができ

ているんですね。ということは、同じ県産品、空気産業も県産品映画と言いま

して、つい最近にもやったんですけれども、あのようなものも一つの仲間に加

えると先ほど当銘委員がおっしゃったマンネリ化のようなものを打破できると

思うんですね。その中に空気産業の人たちも仲間に入れてどんどんやっていく

と、いろんな案が出てきてマンネリ化を防ぐことができるということですね。

それともう一つ、うちの会派からの質疑もあったんですけれども、県産品を扱

っているところの店舗に沖縄ちょうちんですか、ヤマトでは地産地消をしてい

るところの店舗には緑のちょうちんがかかってる。だからそこに入っていくこ

とによって県産品をもう少し奨励しようと県民がアクションができるわけです

ね。そういうアクションができる仕掛けをこの県産品奨励月間を運営している

団体に持ちかけないといけないと思うんですね。それと県産品を使うことによ

って、ある種の特典がないとみんな県産品を選ばないようで、そういういろん

な仕掛けも指導していくということが今後必要だと思うんですよ。その辺に関

して、空気産業に関しては質疑は１つだけです。その空気産業に関してはどう

いうような感覚でおられるのか、それをちょっとお聞きしたいと思います。

県産品の奨励月間とか奨励は今、社団法人沖縄県工○仲田秀光観光商工部長

業連合会で先ほど当初は島産品愛用と述べましたけれども、これは製造業がス

タートになっておりまして、製造業で県産品、それから加工された物、現在そ

ういう位置づけでやっております。玉城委員がおっしゃった、そういった空気

いわゆる芸能・文化産業そういったものが新しい分野として加入できるかどう

か、それは社団法人沖縄県工業連合会とかそれぞれの分野で議論を進めながら

やっていただくのではないかと思いますけれども、少なくともこの運動の中で

は県内の芸能人、７月１日のときには津波さんとかユーリキヤーの方々と一緒

にやっております。ただ運動の中では今は製造業なのでそこに芸能、文化がど

ういったかかわりができるかは今後の課題だと思います。

そろそろ大きな産業になりかけているんですよね。音楽産業も○玉城満委員

沖縄発の文化産業が大きな産業になりかけているから絶対にこの仲間に入れた

ほうがいいし、そのデータは絶対にとっておいたほうがいいと思います。多分

かなりの売り上げをしていると思うんですよね。後々そういう説明ができるよ

うにするためにも考えていただきたいなと思います。
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ほかに質疑はありませんか。○玉城ノブ子委員長

座喜味一幸委員。

リサイクルとよくみんな言うんだけれども、リサイクルの○座喜味一幸委員

コストの問題というのは非常に難しい問題がありまして、この陳情第70号の記

２で書いてある話に少し焦点にあてて言わせてもらいますと、多分コンクリー

、 、ト産廃とかアスファルト産廃 それとリサイクル材の話と思っているんですが

どうしてもコストが高くなりますよね。これは例えば資材単価に入れて採掘が

幾ら、どうのこうのと言うときに、どうしてもやはり低価格を選ばないと会計

検査で引っかかるとかいろんな問題があると思うんだけれども、この辺につい

て何らかの処置を講じればそのリサイクルの材料の需要が伸びる。つくるほう

も一生懸命頑張れるというラインがあるはずなんですけれども、この辺につい

てリサイクルということを口では言うけれども、またやらなければならない課

題で、コストがかかるというテーマが現場でぶち当たっていると思うんです。

その辺に対してある評価をしてあげてこの品物については何らかの形で新商品

と同製品なんだと、その辺について何かフォローしてあげられないのか。評価

をしてあげないとどうもこのリサイクルの需要という問題は解決できないよう

な、場合によっては新品を入れたほうが安いという話が多いので、その辺につ

いて環境という付加価値をどこでだれがフォローしてあげるかという部分が非

常に重要な課題かなと思います。いかがでしょうか。

土木建築部で発注しているリサイクル資材がご○田仲康彦技術管理課副参事

ざいますけれども、現在沖縄県リサイクル資材評価認定制度ということで、認

定を受けた県産の資材を優先するということで特記仕様書等に書いて優先使用

を図っているところでございます。

何かコスト等について問題はありませんか。その評価認定○座喜味一幸委員

制度でコストそのものに対していろんな問題が出てきていると思うんですが。

コストについては資材の種類によりますけれど○田仲康彦技術管理課副参事

も、物によっては優先に使用するということで、コストにかかわらず使用する

という物もございます。

これは実際に現場で発注する側として、会計検査等の問題○座喜味一幸委員
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というのはあるんですけれども、その辺に対しては何かフォローできるんです

か。

設計書で計上する場合に、リサイクル製品、例○田仲康彦技術管理課副参事

えばコンクリート塊とかそういうものが建築工事で発生しまして、新たに路盤

材とかに変わるようなリサイクル製品がございます。コストには距離と単価が

ございますけれども、ある一定の距離以内でありますと、コストにかかわらず

リサイクル製品を優先するというようなことで、先ほどの特記の中でうたって

使用するようにしてございます。

いろいろと問題があって、多分奨励していく分には大いに○座喜味一幸委員

結構なんだろうけれども、地域によっても違うし、できるだけ使っていくべき

だという話は大いに賛成なんだけれども、その辺の整理をしてあげないと多分

なかなか普及しない、使いにくい。安ければ受けるというのもいけないだろう

し、非常にその辺がこれから需要、コスト、品質、県産品を使っていく上では

どうしても避けられない課題と思いますので、その辺の評価と足りない部分を

どれだけ技術的に、制度的にフォローしていくのかということが重要な課題だ

と思います。一応、いろいろと研究してください。

ほかに質疑はありませんか。○玉城ノブ子委員長

（ 質疑なし」と呼ぶ者あり）「

質疑なしと認めます。○玉城ノブ子委員長

以上で、観光商工部関係の陳情に対する質疑を終結いたします。

次に、本委員会所管事務調査事項商・鉱・工業についてに係る原油高騰対策

について審査を行います。

ただいまの所管事務調査事項について、観光商工部長の説明を求めます。

仲田秀光観光商工部長。

観光商工部関係における原油高騰対策について御説○仲田秀光観光商工部長

明申し上げます。

県は、原油価格高騰の影響を受けている中小企業者対策としてこれまで県融

資制度においてセーフティーネット資金貸し付けなどを実施してまいりまし

た。平成20年度からは緊急措置として、原油高騰対策支援資金を創設し、金融
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面での支援の充実を図っております。

また、省エネ設備等を導入することで、コスト低減を図ろうとする中小企業

者に対し、機械類貸与制度において損料等の一部を補助するほか、省エネの取

り組みを行う中小企業者に対し、無料の省エネルギー診断による支援を行って

おります。

以上、観光商工部関係の原油高騰対策についての説明であります。

御審議のほど、よろしくお願いします。

観光商工部長の説明は終わりました。○玉城ノブ子委員長

これより、商・鉱・工業についてに係る原油高騰対策について質疑を行いま

す。

なお、質疑・答弁に当たっては、挙手により委員長の許可を得てから行うよ

うお願いいたします。

質疑はありませんか。

渡久地修委員。

原油高騰問題は、私たちは本会議で各会派でも取り上げてい○渡久地修委員

ると思うんですが、危機的な状況にあるんじゃないかと、特に離島県である沖

縄県では大変だと思っています。今言ったメニュー、これの財源が幾らで、こ

れは県の単独事業なのか、国のメニューなのか、そしてこれは現在何件利用し

ているのか教えてください。

原油高騰対策支援資金は県の単独でございます。予○仲田秀光観光商工部長

算額としましては５億円、県の予算としては５億円ですけれども、融資枠とし

ては銀行の協調がありまして、３倍で15億円までは融資可能ということです。

原油高騰対策支援資金は４月から実施しておりまして、相談はありますけれ

ども、まだ融資の実績は出ておりません。

皆さんの部局にかかわるのかどうかわからないんですが、離○渡久地修委員

島航路の問題がありますよね。それも担当になりますか。

担当ではありません。○仲田秀光観光商工部長

融資の相談があったと言っていますけれども、例えばクリー○渡久地修委員

ニング業界とかはかなりの苦境に陥っているということなんです。融資の相談
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の件でしか質疑ができないということなので、それでは相談件数とそれから貸

し出す際に今の苦境の中でも保証人や担保、いろんな借りにくい条件というの

か、借りやすいものになっているのかどうか教えてください。

県単の貸し付けについては、沖縄県信用保証協会の○仲田秀光観光商工部長

保証はつけております。

件数ですが、融資相談がトータルの原油高騰について経営相談ということで

受けていまして、経営相談トータルでは56件、そのうち融資については25件と

いう相談件数でございます。

原油高騰の相談が56件、融資が25件で、これは融資に至らな○渡久地修委員

かったのは県の貸し出す条件が厳しかったからですか。

県の融資は特に厳しくということではなくて、通常○仲田秀光観光商工部長

の融資と同じ条件で、これは緊急なので枠も広げて、保証率も下げてという対

応はしております。まだ至っていないというのは調整中のものもあろうかと思

います。

ほかに質疑はありませんか。○玉城ノブ子委員長

辻野ヒロ子委員。

離島では物価がどんどん上がっていて、特にガソリン類が○辻野ヒロ子委員

どこまで上がるかわからないという中で、離島の離島、波照間島とか与那国町

では１リットル192円で、本当にきのうの一般質問でも話したようにもっとも

っと上がるのではないかと、皆さんとてもおびえているんですよ。そういうの

を例えば県のほうで指導監視と言いますか、そういうことはそのままでいいと

いう考え方なのか、何かそういう指導ができないのか。独占禁止法の法律もあ

りはするんですけれども、そのあたりはどうですか。観光商工部長の見解をお

聞きしたいんです。物価が余りにも天井知らずで上がっていく状況を何とか食

いとめるという考え方をお聞きしたいと思います。

直接的な対応というのは観光商工部は特に持ってお○仲田秀光観光商工部長

りませんけれども、今言った経営難に陥っていることに関して融資したりとい

うことと、最近国のほうではトラック業界についてはサーチャージ料金をある

程度コストが高くなったら自動的に値上げしてよいとか、価格に応じてよいと
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、 、かという対応はあるようですけれども この辺は辻野委員がおっしゃるように

それぞれの地域の生活にも密着していると思いますので、各部局の連携も必要

かなと思います。観光商工部だけではかなり対応が限られてくるのかなと思っ

ております。

今まさに観光商工部長がおっしゃったように本当に県民生○辻野ヒロ子委員

活への影響が怖いんですよね。今の状況では不安があるが、本当に観光商工部

だけでは解決できない。先ほども農林水産部にも同じようなことを言ったんで

すけれども、ぜひ各部署、全庁的に今の緊急事態を網羅して、全庁的な取り組

みを知事を先頭に早急に会議を立ち上げて対処していかないと、今の状況では

本当に離島は毎日そういう苦情の声が来ていて厳しいんですよ。ですから何を

しているのかと、生活はかかっているし、離島の離島のことをもっともっと考

えてほしいという強い思いがありますので、全庁的な緊急会議を立ち上げて国

へ物を言っていく。国も本当に全国的に厳しい状況ですので、早目に沖縄県が

取り上げて、国会議員の先生たちもうんと活用してやっていってもらわないと

この状況はもう天井知らずでどうなるのか、県民の生活にかなり厳しい影響を

及ぼすと思いますので、その辺の決意のほどを観光商工部長にお聞きしたいと

思います。

辻野委員がおっしゃった件については、各部局長も○仲田秀光観光商工部長

それぞれそういう問題意識を持っておりますので、連携をとってトータルとし

て対応、それから各部局が連携をとれる内容はどういうのがあるのかは調整を

やっていきたいと思っております。

離島振興のことを考えていただいて頑張っていただきたい○辻野ヒロ子委員

と思います。

ほかに質疑はありませんか。○玉城ノブ子委員長

当銘勝雄委員。

、 、○当銘勝雄委員 いろんなところに影響があるわけですが 業界と言いますか

業種と言いますか、特に影響の大きいベスト５、ベスト10くらいまではどうい

う業者になりますか。

量的なものは把握していないんですけれども、影響○仲田秀光観光商工部長
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を受けている主な業種としましては、プラスチック関連業者。これは包装資材

です。それからクリーニング業、ガソリン販売業、運送業関連、包装資材の値

上がり等で小売りや製造業、そういったものが主な影響を受けている業種と理

解しております。

例えば企業名を言ってはなんだが、ヤマト運輸株式会社とか○当銘勝雄委員

大栄空輸株式会社とか、そこは完全にガソリンを使って運送しているわけです

よね。これは運送業に入るんですよね。それから５番目は何でしたか。

小売業や製造業はその包装資材をまた使っているの○仲田秀光観光商工部長

で、包装紙ですね。袋とかそういったものを使っているところはまた影響を受

けているということです。

そういうことですか。しかし、バスやタクシーというのも当○当銘勝雄委員

然ガソリンで動くわけだから、これも運送業に入るわけですよね。

運送業に入ります。○仲田秀光観光商工部長

これはタクシー運賃の値上げやあるいはバス運賃の値上げと○当銘勝雄委員

かこれはもちろん沖縄総合事務局での話ですが、当然そういうのも出てきます

よね。どうなんでしょうか。

その料金の設定の仕方はちょっと詳細には把握して○仲田秀光観光商工部長

おりませんけれども、それを反映するような何かシステムがあるとは思います

けれども、沖縄総合事務局の所管なのでわかりません。

農林水産部のほうも同じで、要するに業界全体に及ぶ話なの○当銘勝雄委員

で、まずそれに対する先ほど辻野委員も言われていましたけれども、これは全

庁的に今どうするかという体制をつくるのが一番大事だと思いますので、ぜひ

そういうことで頑張っていただきたいと申し上げて終わります。

ほかに質疑はありませんか。○玉城ノブ子委員長

中川京貴委員。

ちょっと教えていただきたいんですが、先ほど渡久地委員の○中川京貴委員
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質疑で答えてくれるかと思ったんですが、これは５億円の枠で銀行関係を合わ

せて15億円ということでしたよね。これの金利の率と限度額、今20数名が融資

を受けていると言っていましたよね。これは相談ですか。

それともう一つ、僕らは６月から県議会議員となったんですが、この予算は

４月スタートしているんですか。２月、３月の時点で予算化されているんです

よね。 原油価格が上がったから予算枠をとったわけじゃないんですよね。当

初から予算化されているんでしょう。

原油価格は去年あたりから動きがありましたので、○仲田秀光観光商工部長

県としてはことし緊急に必要だということで、３月に予算を承認されて４月か

らスタートということです。

、 、 、それと 融資の利率ですけれども 融資条件は資金の使途が運転資金ですね

融資限度額は１企業ないし１組合員当たり3000万円以内、それから融資期間は

７年以内、ただし据え置き期間が２年、それから融資利率が年2.30の固定でご

ざいます。保証率は受けた影響によって違うんですけれども、固定されている

ものについては0.55、これは沖縄県信用保証協会の保証率ですね。あと担保に

ついては必要に応じてということになっております。

沖縄県信用保証協会を通すときには保証人は必要ないのでは○中川京貴委員

ないですか。

これは必要に応じてということですね。金融機関の○仲田秀光観光商工部長

判断が出てきます。

現在の状況は、相談を受けて何件執行しているんですか。○中川京貴委員

25件の相談ですけれども、まだ実績はないというこ○仲田秀光観光商工部長

とです。融資実績はまだゼロ件ということです。

せっかくこれだけ予算化をしているのに実績がないというこ○中川京貴委員

とはやはり使い勝手が悪いのか、ピーアールが弱いのか、そういう制度がある

ことさえ知らないのか、その辺原因があるんじゃないかと思うんですが、それ

はいかがですか。

まだ年度の立ち上げの時期なのでもう少し様子を見○比嘉清市経営金融課長
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ないといけないと思うんです。２カ月で相談は結構窓口には来ています。県の

融資ではないんですけれども、沖縄振興開発金融公庫は去年セーフティーネッ

ト貸し付けで結構実績を上げているんです。そういう意味では資金の需要とい

うのはあると見ていますので、もう少し様子を見てみたい。４月からスタート

しておりますのでということでございます。

県が持ち出した５億円がありますよね。残り10億円は金融機○中川京貴委員

関の持ち出しということなんですけれども、県の５億円については金利はかか

っていないと理解していいのですか。それとも県の５億円に対しても金利はか

かっているのか。

県の５億円については、金融機関に預託をしますけ○比嘉清市経営金融課長

れども、無利子で預託をしております。そのために当然抱き合わせで３倍強超

になりますけれども、その分だけは金利は下がっていくという仕組みになって

おります。ですから、先ほど観光商工部長が申したように、2.3％の低い金利

での融資が可能になっているということでございます。

せっかくこういった緊急対策があるならば、僕はもう少し金○中川京貴委員

利を下げて使い勝手がよい方向でやっていただいて、理由はせっかくいい制度

をつくっても不要額が出たら困りますよ。この15億円の枠を使う人がいなかっ

たとなったら緊急対策にはならないと思いますけれども、その辺はどう考えて

いますか。

先ほど申したように、まず立ち上がりの段階でもあ○比嘉清市経営金融課長

りますし、平成20年度に新しくつくった資金になっていますので、もう少し様

子を見たいというのが一点と、いろんな手段を使ってピーアールに努めている

ところです。各商工会あるいは商工会議所の窓口あるいは機関紙等でピーアー

ルをしていますし、必要に応じて説明会、各業界の方を集めた場所での説明会

等によって周知を図っているところでございますので、15億円の枠が使われな

い状態というのは想定していません。

ほかに質疑はありませんか。○玉城ノブ子委員長

（ 質疑なし」と呼ぶ者あり）「
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質疑なしと認めます。○玉城ノブ子委員長

以上で、商・鉱・工業についてに係る原油高騰対策について質疑を終結いた

します。

説明員の皆さん、大変御苦労さまでした。

休憩いたします。

（休憩中に、執行部退席）

再開いたします。○玉城ノブ子委員長

陳情等の質疑についてはすべて終結し、採決を残すのみとなっております。

陳情等の採決に入ります前に、その取扱いについて御協議をお願いいたしま

す。

休憩いたします。

（休憩中に、陳情の取扱いについて議案等採決区分表により協議）

再開いたします。○玉城ノブ子委員長

お諮りいたします。

陳情については、休憩中に御協議いたしました議案等採決区分表のとおり決

することに御異議ありませんか。

（ 異議なし」と呼ぶ者あり）「

御異議なしと認めます。○玉城ノブ子委員長

よって、さよう決定いたしました。

次に、閉会中継続審査調査事件の申し出の件についてお諮りいたします。

先ほど、閉会中継続審査調査すべきものとして決定した陳情３件とお手元に

配付してあります本委員会の所管事務調査事項を閉会中継続審査及び調査事件

として議長に申し出たいと思いますが、これに御異議ありませんか。

（ 異議なし」と呼ぶ者あり）「

御異議なしと認めます。○玉城ノブ子委員長

よって、さよう決定いたしました。

次に、お諮りいたします。
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ただいま採決しました陳情に対する委員会審査報告書の作成等につきまして

は委員長に御一任願いたいと思いますが、これに御異議ありませんか。

（ 異議なし」と呼ぶ者あり）「

御異議なしと認めます。○玉城ノブ子委員長

よって、さよう決定いたしました。

次に、視察調査日程についてを議題といたします。

休憩いたします。

（休憩中に、視察調査日程（案）について協議した結果、県内視察につ

いては案のとおり行うことで、海外視察調査日程案については、日程等

を９月の委員会で変更することで意見の一致を見た ）。

再開いたします。○玉城ノブ子委員長

お諮りいたします。

県内及び海外の視察調査日程につきましては、休憩中に御協議いたしました

とおり決することとし、議長に対し委員派遣承認要求をしたいと存じますが、

これに御異議はありませんか。

（ 異議なし」と呼ぶ者あり）「

御異議なしと認めます。○玉城ノブ子委員長

よって、さよう決定いたしました。

なお、委員派遣の日程、場所、目的及び経費等の詳細な事項及びその手続に

つきましては委員長に御一任願いたいと思いますが、これに御異議はありませ

んか。

（ 異議なし」と呼ぶ者あり）「

御異議なしと認めます。○玉城ノブ子委員長

よって、さよう決定いたしました。

休憩いたします。

（休憩中に、審査日程を変更して、７月16日に原油価格高騰対策に関す
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る意見書及び同決議を提出することについて調整することで意見の一致

を見た ）。

再開いたします。○玉城ノブ子委員長

審査日程の変更についてを議題といたします。

７月10日の委員会において決定した審査日程では、本日７月11日までとなっ

ておりますが、審査日程を変更して、７月16日に原油価格高騰対策に関する意

見書及び同決議を提出することについて調整したいと思いますが、これに御異

議ありませんか。

（ 異議なし」と呼ぶ者あり）「

御異議なしと認めます。○玉城ノブ子委員長

よって、さよう決定いたしました。

以上で、本委員会に付託された議案等の処理は全て終了いたしました。

次回は７月16日水曜日 午前９時から委員会を開きます。

本日の委員会は、これをもって散会いたします。
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沖縄県議会委員会条例第27条第１項の規定によりここに署名する。
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